
春　　　　号

　
ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
の
「
小
さ
な
親

切
」
が
大
切
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。「
小
さ
な
親
切
」
と
い
っ
て
も
、

重
い
も
の
を
持
っ
て
い
る
方
が
い
た
ら

助
け
た
り
、
乗
り
物
で
席
を
譲
っ
た
り

と
千
差
万
別
で
す
。

　「
情
け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」
と
い

う
諺
が
あ
り
ま
す
が
、
人
に
情
を
か
け

る
の
は
、
そ
の
人
の
た
め
ば
か
り
で
は

な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
人
は
、
い
つ

ど
の
よ
う
に
境
遇
が
変
わ
る
か
わ
か
ら

ず
、「
今
日
は
人
の
身
、あ
す
は
わ
が
身
」

で
す
。
ま
た
、
人
に
か
け
た
情
が
い
つ

か
巡
り
巡
っ
て
、
自
分
が
情
を
受
け
る

こ
と
だ
っ
て
あ
る
で
し
ょ
う
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
人
と

人
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
し
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
が
、今
だ
か
ら
こ
そ
、

一
人
ひ
と
り
の
ち
ょ
っ
と
し
た
優
し
さ

が
、
や
が
て
地
域
社
会
を
明
る
く
し
、

潤
い
と
輝
き
を
生
み
、
ま
ち
全
体
を
豊

か
に
し
て
く
れ
る
と
そ
う
信
じ
て
や
み

ま
せ
ん
。

　
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
市
民
の

皆
様
に
と
っ
て
笑
顔
あ
ふ
れ
る
年
と
な

り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
編
集
委
員
　
藤
本
　
明
久
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この議会だよりは、環境保護のため、
再生紙、大豆インクを使用しています。

▲10回を数える「フリーハイキング」議長激励の様子

各委員会の審査内容と結果…10～13
定例会議案議決結果…14～15
議会活動報告 ………16
議会日誌 他 ………… 17
未来を紡ぐ～若者×議会～他…18

定例会で決まったこと 他…2～3
市長所信表明………… 4
代表質問 ………………5～6
会派構成 他…………… 7
一般質問 他 …………… 8～9

６月定例会日程（予定）

　　●開　　会  ６月 ２日（木）
　　●代表質問  ６月13日（月）
　　●一般質問  ６月14日（火）
　　●閉　　会  ６月17日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●5月30日（月）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。

春
う
ら
ら
　春
風
に
誘
わ
れ
て

  

〜
第
１０
回
「
都
留
ア
ル
プ
ス
」
フ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
〜

春
う
ら
ら
　春
風
に
誘
わ
れ
て

  

〜
第
１０
回
「
都
留
ア
ル
プ
ス
」
フ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
〜

　

未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　私は小学生の頃から都留市に住んでいます。都留
市には歴史的な文化財や富士の湧水、四季折々の
美しい自然など多くの宝があります。また、秋には八
朔祭りが開かれ大名行列や煌びやかな八朔屋台を
見ることができます。近年ではコロナ禍に伴い開催
中止が続いていますが、このような行事などをきっ
かけに県外からの学生や地域住民が交流を深める
と共に都留市の魅力を感じてくれると嬉しいです。
そして、この先も都留市の歴史や文化、豊かな自然
が守られ、より活気溢れる街になることを願ってい
ます。

都留市に望むこと

健康科学大学
看護学部看護学科　
2022年3月卒業

井上　瑞月さん

健康科学大学
看護学部看護学科　
3年生

佐藤　卓麿さん

　都留市は、地域の方々がとても温かいと感じま

す。しかし、市の取り組みにおいて高齢者を対象とし

たものが多く、一方で若者を対象としたものは比較

的少ないように思います。都留市をより良い街にす

るために、若者を対象とした取り組みに注力するこ

とが必要ではないかと考えます。

　高齢者と若者双方に配慮した取り組みを充実さ

せていくことで都留市はさらに魅力的な街になると

思います。

これからの都留市をより良い街へ

●表紙の説明

　「都留アルプス」は、都留アルプス会と都留市で協議し、調査
と整備を重ね自然遊歩道を再興したものです。日本トレッキング
協会認定トレイルでもある
「都留アルプス」を散策して、
パノラマ展望台や水道橋「ピー
ヤ」など都留の隠れた絶景を
楽しんでみませんか？
フリーハイキングイベントは、
年に２回開催しています。
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◆
2
月
24
日
　
本
会
議

　（
開
会
）　

　◎
会
議
録
署
名
議
員
の

　
　指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
提
出
議
案
の
市
長
説
明

　
　並
び
に
所
信
表
明

　◎
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
　の
選
任
の
変
更

　◎
議
案
審
議

　◎
議
案
の
委
員
会
付
託

◆
3
月
7
日
　
本
会
議

　◎
富
士
・
東
部
広
域
環
境
事

　
　

 

務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　◎
代
表
質
問

◆
3
月
8
日
　
本
会
議

　◎
一
般
質
問

◆
3
月
9
日
　
　

　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　社
会
厚
生
常
任
委
員
会

◆
3
月
11
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
14
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
15
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
23
日
　
本
会
議

　（
閉
会
）　

   

◎
委
員
長
報
告

　◎
議
案
審
議

3
月
定
例
会
会
期
日
程

議
第
26
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
7
億
7
3
2
万
1
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
議
会
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
４
５
万
円
を
追
加

　
　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
経
費

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
２
万
９
千
円
を
追
加

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
か
か
る
費
用
な
ど

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
２
６
８
万
９
千
円
を
追
加

　
　
障
害
者
等
自
立
支
援
給
付
事
業
に
お
け
る
扶
助
費
の
増
額
な
ど

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
７
２
万
円
を
追
加

　
　
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
計
画
の
策
定
費
用
な
ど

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
４
２
０
万
円
を
追
加

　
　
県
が
実
施
す
る
土
砂
崩
壊
防
止
施
設
の
整
備
に
か
か
る
負
担
金
な
ど

　
●
土
木
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
６
５
３
万
２
千
円
を
追
加

　
　
老
朽
化
し
た
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
橋
梁
整
備
費
な
ど

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
５
千
４
７
３
万
９
千
円
を
追
加

　
　
都
留
文
科
大
学
附
属
小
学
校
校
舎
非
構
造
部
材
等
耐
震
改
修
工
事
に
か
か
る
費

　
用
及
び
公
立
大
学
法
人
都
留
文
科
大
学
運
営
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

　
●
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
３
千
９
５
６
万
２
千
円
を
追
加

　
　
公
共
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

議
第
27
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　
　
　
　
　
　
■
1
億
6
千
4
7
0
万
7
千
円
を
追
加

　
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
な
ど

議
第
28
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

■
3
千
万
円
を
追
加

　
要
介
護
認
定
者
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
加
に
よ
る
増
額
な
ど

議
第
29
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

■
1
千
5
2
5
万
1
千
円
を
追
加

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す
る
負
担
金
の
増
額

議
第
30
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

■
2
千
1
4
5
万
円
を
追
加

　
除
菌
コ
ー
ト
仕
様
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
の
導
入

議
第
33
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　
■
2
2
億
7
千
8
7
9
万
1
千
円
を
追
加

　
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
措
置
さ
れ
た
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
等
の
交
付
内
示

な
ど
を
受
け
、
必
要
と
な
る
費
用
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
０
億
５
千
３
５
２
万
７
千
円
を
追
加

　
　
東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
及
び
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ

　
る
事
業
地
域
交
流
拠
点
（
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
）
第
２
期
工
事
費
分
な
ど

　
●
大
学
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
２
億
２
千
５
２
６
万
４
千
円
を
追
加

　
　
都
留
文
科
大
学
新
棟
整
備
事
業
第
２
期
工
事
に
か
か
る
補
助
金

議
第
10
号
　
市
道
の
路
線
の
認
定
の
件
（
大
幡
金
井
線
）

議
第
11
号
　
市
道
の
路
線
の
変
更
の
件
（
大
学
周
辺
通
り
線
支
線
13
号
、
総
合
運
動
公

　
　
　
　
園
入
口
線
）

議
第
31
号
　
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
の
件

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

議
第
32
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
●
教
育
委
員
会
委
員

         

○
大
幡
　
小
笠
原
　
幸
夫
　
○
川
棚
　
村
上
　
憲
司

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

議
第
34
号
　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
　
　
　

　
●
教
育
委
員
会
教
育
長

        

○
中
津
森
　
小
林
　
正
人

議
第
１
号
　
都
留
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
審
議
会
条
例
制
定
の
件

　
　
　
　
　
★
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

議
第
2
号
　
都
留
市
小
規
模
企
業
・
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
の
件

　
　
　
　
　
※
10
ペ
ー
ジ
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
「
主
な
質
議
内
容
」
も
あ
わ
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
第
3
号
　
都
留
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

議
第
4
号
　
都
留
市
公
告
式
条
例
中
改
正
の
件

　
　
　
　
　
★
掲
示
場
を
一
箇
所
（
都
留
市
役
所
）
に
集
約
し
ま
す
。

議
第
5
号
　
都
留
市
地
域
交
流
拠
点
施
設
条
例
中
改
正
の
件

議
第
6
号
　
都
留
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改
正
の
件

　
　
　
　
　
★
全
世
帯
の
未
就
学
児
の
均
等
割
を
5
割
軽
減
し
ま
す
。

議
第
7
号
　
都
留
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
中
改
正
の
件

議
第
8
号
　
都
留
市
農
村
公
園
条
例
廃
止
の
件

　
　
　      

★
行
政
財
産
と
し
て
の
田
野
倉
・
宿
農
村
公
園
を
廃
止
し
、

　
　
　
　
　
今
後
は
、
田
野
倉
自
治
会
と
使
用
貸
借
契
約
を
結
び
ま
す
。

議
第
9
号
　
都
留
市
小
、
中
学
校
給
食
会
貸
付
基
金
条
例
廃
止
の
件

議
第
12
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　

議
第
13
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
8
特
別
会
計

議
第
22
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
予
算
　
　
　
　
　
ほ
か
3
企
業
会
計

　
　
　
　
　

議
員
提
出
意
見
書
案
第
1
号

　
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
」
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
た
め
の
意
見
書

議
員
提
出
意
見
書
案
第
2
号

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
非
接
種
者
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
に
お
け
る
差
別
・
偏
見
・
強
制
を
防

ぐ
条
例
等
の
制
定
ま
た
は
対
策
に
関
す
る
意
見
書

■
富
士
・
東
部
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員

　
3
月
7
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
富
士
・
東
部
広

域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

指
名
推
選
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
○
中
津
森
　
国
田
　
正
己
　

　
　
　
○
夏
　
狩
　
藤
江
　
喜
美
子

議
員
提
出
決
議
案
第
1
号

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
し
、
平

和
的
解
決
を
求
め
る
決
議

〜
21
号

〜
25
号

定例会で決まったこと３月
定例会

条
例
改
正
（
９
件
）

そ
の
他
（
３
件
）

請
願
・
陳
情
（
２
件
）

選
　
　
挙

決
　
　
議

人
事
案
件
（
２
件
）

補
正
予
算
（
５
件
）

令
和
４
年
３
月
定
例
会

で
決
ま
っ
た
こ
と

当
初
予
算
（
14
件
）
※
詳
細
は
12
〜
13
ペ
ー
ジ
「
予
算
特
別
委
員
会
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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◆
2
月
24
日
　
本
会
議

　（
開
会
）　

　◎
会
議
録
署
名
議
員
の

　
　指
名

　◎
会
期
の
決
定

　◎
提
出
議
案
の
市
長
説
明

　
　並
び
に
所
信
表
明

　◎
議
会
運
営
委
員
会
委
員

　
　の
選
任
の
変
更

　◎
議
案
審
議

　◎
議
案
の
委
員
会
付
託

◆
3
月
7
日
　
本
会
議

　◎
富
士
・
東
部
広
域
環
境
事

　
　

 

務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙

　◎
代
表
質
問

◆
3
月
8
日
　
本
会
議

　◎
一
般
質
問

◆
3
月
9
日
　
　

　総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

　社
会
厚
生
常
任
委
員
会

◆
3
月
11
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
14
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
15
日
　

   

予
算
特
別
委
員
会

◆
3
月
23
日
　
本
会
議

　（
閉
会
）　

   

◎
委
員
長
報
告

　◎
議
案
審
議

3
月
定
例
会
会
期
日
程

議
第
26
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
12
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
7
億
7
3
2
万
1
千
円
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
議
会
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
８
４
５
万
円
を
追
加

　
　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
導
入
経
費

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
４
２
万
９
千
円
を
追
加

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
シ
ス
テ
ム
改
修
に
か
か
る
費
用
な
ど

　
●
民
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
千
２
６
８
万
９
千
円
を
追
加

　
　
障
害
者
等
自
立
支
援
給
付
事
業
に
お
け
る
扶
助
費
の
増
額
な
ど

　
●
衛
生
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
７
７
２
万
円
を
追
加

　
　
地
域
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
目
標
計
画
の
策
定
費
用
な
ど

　
●
農
林
水
産
業
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
４
２
０
万
円
を
追
加

　
　
県
が
実
施
す
る
土
砂
崩
壊
防
止
施
設
の
整
備
に
か
か
る
負
担
金
な
ど

　
●
土
木
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
千
６
５
３
万
２
千
円
を
追
加

　
　
老
朽
化
し
た
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
に
実
施
す
る
橋
梁
整
備
費
な
ど

　
●
教
育
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
４
億
５
千
４
７
３
万
９
千
円
を
追
加

　
　
都
留
文
科
大
学
附
属
小
学
校
校
舎
非
構
造
部
材
等
耐
震
改
修
工
事
に
か
か
る
費

　
用
及
び
公
立
大
学
法
人
都
留
文
科
大
学
運
営
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

　
●
諸
支
出
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
億
３
千
９
５
６
万
２
千
円
を
追
加

　
　
公
共
施
設
整
備
基
金
へ
の
積
立
金
な
ど

議
第
27
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　
　
　
　
　
　
■
1
億
6
千
4
7
0
万
7
千
円
を
追
加

　
国
民
健
康
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金
の
増
額
な
ど

議
第
28
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

■
3
千
万
円
を
追
加

　
要
介
護
認
定
者
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
費
の
増
加
に
よ
る
増
額
な
ど

議
第
29
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

■
1
千
5
2
5
万
1
千
円
を
追
加

　
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
に
対
す
る
負
担
金
の
増
額

議
第
30
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

■
2
千
1
4
5
万
円
を
追
加

　
除
菌
コ
ー
ト
仕
様
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置
の
導
入

議
第
33
号
　
令
和
3
年
度
都
留
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
13
号
）

　
■
2
2
億
7
千
8
7
9
万
1
千
円
を
追
加

　
国
の
補
正
予
算
に
よ
り
措
置
さ
れ
た
地
方
創
生
拠
点
整
備
交
付
金
等
の
交
付
内
示

な
ど
を
受
け
、
必
要
と
な
る
費
用
を
追
加

《
主
な
歳
出
の
内
容
》

　
●
総
務
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
０
億
５
千
３
５
２
万
７
千
円
を
追
加

　
　
東
桂
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建
設
事
業
費
及
び
生
涯
活
躍
の
ま
ち
・
つ

　
る
事
業
地
域
交
流
拠
点
（
田
原
交
流
セ
ン
タ
ー
）
第
２
期
工
事
費
分
な
ど

　
●
大
学
費
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

１
２
億
２
千
５
２
６
万
４
千
円
を
追
加

　
　
都
留
文
科
大
学
新
棟
整
備
事
業
第
２
期
工
事
に
か
か
る
補
助
金

議
第
10
号
　
市
道
の
路
線
の
認
定
の
件
（
大
幡
金
井
線
）

議
第
11
号
　
市
道
の
路
線
の
変
更
の
件
（
大
学
周
辺
通
り
線
支
線
13
号
、
総
合
運
動
公

　
　
　
　
園
入
口
線
）

議
第
31
号
　
損
害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
の
件

■
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

議
第
32
号
　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件

　
●
教
育
委
員
会
委
員

         

○
大
幡
　
小
笠
原
　
幸
夫
　
○
川
棚
　
村
上
　
憲
司

■
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意

議
第
34
号
　
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
に
つ
い
て
同
意
を
求
め
る
件
　
　
　

　
●
教
育
委
員
会
教
育
長

        

○
中
津
森
　
小
林
　
正
人

議
第
１
号
　
都
留
市
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
審
議
会
条
例
制
定
の
件

　
　
　
　
　
★
成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
調
査
審
議
し
ま
す
。

議
第
2
号
　
都
留
市
小
規
模
企
業
・
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
制
定
の
件

　
　
　
　
　
※
10
ペ
ー
ジ
総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会
「
主
な
質
議
内
容
」
も
あ
わ
せ

て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議
第
3
号
　
都
留
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
中
改
正
の
件

議
第
4
号
　
都
留
市
公
告
式
条
例
中
改
正
の
件

　
　
　
　
　
★
掲
示
場
を
一
箇
所
（
都
留
市
役
所
）
に
集
約
し
ま
す
。

議
第
5
号
　
都
留
市
地
域
交
流
拠
点
施
設
条
例
中
改
正
の
件

議
第
6
号
　
都
留
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
中
改
正
の
件

　
　
　
　
　
★
全
世
帯
の
未
就
学
児
の
均
等
割
を
5
割
軽
減
し
ま
す
。

議
第
7
号
　
都
留
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
中
改
正
の
件

議
第
8
号
　
都
留
市
農
村
公
園
条
例
廃
止
の
件

　
　
　      

★
行
政
財
産
と
し
て
の
田
野
倉
・
宿
農
村
公
園
を
廃
止
し
、

　
　
　
　
　
今
後
は
、
田
野
倉
自
治
会
と
使
用
貸
借
契
約
を
結
び
ま
す
。

議
第
9
号
　
都
留
市
小
、
中
学
校
給
食
会
貸
付
基
金
条
例
廃
止
の
件

議
第
12
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
一
般
会
計
予
算
　
　
　
　
　
　
　
　

議
第
13
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
か
8
特
別
会
計

議
第
22
号
　
令
和
4
年
度
都
留
市
水
道
事
業
会
計
予
算
　
　
　
　
　
ほ
か
3
企
業
会
計

　
　
　
　
　

議
員
提
出
意
見
書
案
第
1
号

　
「
適
格
請
求
書
等
保
存
方
式
（
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
）
」
に
つ
い
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

安
定
的
な
事
業
運
営
が
可
能
と
な
る
適
切
な
措
置

を
講
じ
る
た
め
の
意
見
書

議
員
提
出
意
見
書
案
第
2
号

　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
非
接
種
者
及
び
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
対
策
に
お
け
る
差
別
・
偏
見
・
強
制
を
防

ぐ
条
例
等
の
制
定
ま
た
は
対
策
に
関
す
る
意
見
書

■
富
士
・
東
部
広
域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員

　
3
月
7
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
富
士
・
東
部
広

域
環
境
事
務
組
合
議
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ
れ
、

指
名
推
選
に
よ
り
、
次
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。

　
　
　
○
中
津
森
　
国
田
　
正
己
　

　
　
　
○
夏
　
狩
　
藤
江
　
喜
美
子

議
員
提
出
決
議
案
第
1
号

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
抗
議
し
、
平

和
的
解
決
を
求
め
る
決
議

〜
21
号

〜
25
号

定例会で決まったこと３月
定例会

条
例
改
正
（
９
件
）

そ
の
他
（
３
件
）

請
願
・
陳
情
（
２
件
）

選
　
　
挙

決
　
　
議

人
事
案
件
（
２
件
）

補
正
予
算
（
５
件
）

令
和
４
年
３
月
定
例
会

で
決
ま
っ
た
こ
と

当
初
予
算
（
14
件
）
※
詳
細
は
12
〜
13
ペ
ー
ジ
「
予
算
特
別
委
員
会
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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○「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
」

　
　
本
市
の
都
市
計
画
は
、
昭
和
29
年
の
都
市
計
画
区
域
の

決
定
に
始
ま
り
、幾
度
か
の
変
更
等
を
行
い
、現
在
に
至
る
。

現
行
計
画
は
、
平
成
16
年
の
策
定
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
、

社
会
情
勢
や
都
市
を
取
り
巻
く
環
境
に
変
化
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
改
定
さ
れ
た
「
山
梨
県
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
の
整
合
性
を
図
る
中
で
、

本
年
度
よ
り
改
定
に
着
手
し
た
。
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
と
も
に
市
民
懇
談
会
を
立
ち

上
げ
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、
市
民

懇
談
会
か
ら
い
た
だ
く
予
定
の
市
民
意
見
書
を
踏
ま
え
、

「
ひ
と
集
い 

学
び
あ
ふ
れ
る 

生
涯
き
ら
め
き
の
ま
ち 

つ

る
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
市
民
に
身
近
で
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
な
る
よ
う
、
令
和
４
年
度
中
の
改
定
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

○「
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て

　
　
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

を
促
す
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
仕
事
と
育
児
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
、
育
児
休
業
を
取
得
す
る
男
性
従
業
員

及
び
市
内
に
本
社
又
は
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
等
に

対
し
「
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
」
を
交
付
す
る
。
本

奨
励
金
は
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
両
立
支
援
等
助
成

金
の
出
生
児
両
立
支
援
コ
ー
ス
の
対
象
と
な
っ
た
市
内
企

業
等
に
対
し
、
本
市
が
奨
励
金
を
上
乗
せ
支
給
す
る
こ
と

で
国
の
制
度
と
併
わ
せ
て
活
用
で
き
る
た
め
、
山
梨
労
働

局
と
連
携
し
、
企
業
等
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。
本
制

度
の
創
設
に
よ
り
、
市
内
の
企
業
と
市
が
協
働
す
る
中
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
創
出
に
よ
る
合
計
特
殊
出
生
率

の
向
上
、
男
性
の
育
児
参
加
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

推
進
、
市
内
企
業
等
の
社
会
的
評
価
の
向
上
等
を
図
っ
て

い
く
。

○「
学
び
の
み
ら
い
づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て

　
　
昨
年
８
月
よ
り
、
豊
田
通
商
株
式
会
社
の
有
志
社
員
が

地
域
貢
献
活
動
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
ボ
ノ
」
と
し
て
本
市
に

参
画
し
、
教
育
分
野
の
施
策
構
築
に
つ
い
て
提
案
い
た
だ

い
た
内
容
を
実
現
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
内
容
は
、

子
ど
も
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
好
奇
心
に
応
え
、
探
究
す
る
力

を
育
成
す
る
学
び
の
環
境
を
構
築
す
る
「
探
究
型
学
習
」

の
場
を
創
出
す
る
も
の
で
、
市
内
の
大
学
や
民
間
企
業
等

と
連
携
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
や
子
ど
も
た
ち
に
相
対
す

る
人
材
の
育
成
も
含
め
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
の
ほ
か
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
人
材
派
遣
型
制
度
」

も
活
用
す
る
。
今
後
、
各
主
体
が
連
携
す
る
中
で
、
こ
の

学
び
の
場
を
地
域
に
根
付
か
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の

可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

○「
市
民
大
学
事
業
」
に
つ
い
て

　
　「
多
様
な
学
び
を
と
お
し
た
、
心
身
と
も
に
健
康
で
豊

か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
の
た
め
、
成
人
層
向
け
に
新
た
な

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
市
民
大
学
事
業
」
を
展
開
す
る
。

市
民
大
学
で
は
、市
内
３
大
学
等
と
本
市
で
構
成
す
る
「
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る
」
と
連
携
し
、
大
学
等
の
教
員

を
講
師
と
し
て
迎
え
、
各
校
の
専
門
性
を
生
か
し
た
質
の

高
い
学
び
を
提
供
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
機
会
の

場
を
創
出
し
て
い
く
。

令
和
４
年
３
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

都留市まちづくり市民懇談会

健康子育て課　窓口の様子

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
に
向
け
た
本
市
の

取
り
組
み
を
問
う
。

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
設
置
は
、
令
和

３
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
政

策
の
新
た
な
推
進
体
制
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、

常
に
こ
ど
も
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
こ
ど

も
に
関
す
る
取
り
組
み
・
政
策
を
我
が
国
社

会
の
真
ん
中
に
据
え
た
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
国
、
県
な
ど
と
連
携
す
る
中
、
子

育
て
支
援
施
策
等
の
一
層
の
推
進
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

「
児
童
虐
待
、
貧
困
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
高
校
中
退
、
非
行
と
い
っ
た
困
難

の
種
類
や
制
度
ご
と
の
『
縦
割
り
』
に
よ
っ

て
生
じ
る
弊
害
」
と
「
教
育
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
、
雇
用
と
い
っ
た
『
縦
割
り
』
組
織
に

よ
っ
て
生
じ
る
弊
害
」
に
対
す
る
市
の
対
応

は
。

「
こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体
制
に

関
す
る
基
本
方
針
」
に
お
い
て
は
、
こ

ど
も
の
抱
え
る
困
難
は
、
子
ど
も
・
家
庭
・

家
庭
内
の
関
係
性
・
環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
複
合
的
に
重
な
り
合
い
、
い
じ

め
・
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
非
行
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
表
出
す
る
も
の
で
あ

り
、
重
層
的
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
が
深
刻

化
・
複
合
化
し
て
お
り
、
単
一
分
野
の
専
門

性
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
と
の
認
識
の
も

と
、
教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
雇
用
な

ど
に
関
係
す
る
機
関
や
団
体
、
多
職
種
の
専

門
家
が
密
接
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

協
働
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

 

本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
、
福
祉
保
健

部
に
健
康
子
育
て
課
を
設
置
し
、
児
童
福

祉
、
母
子
保
健
、
健
康
づ
く
り
の
連
携
強
化

に
よ
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
創
設
の

意
義
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
本
年
度
に
は
、
子
育
て
世
代
に

対
す
る
総
合
的
相
談
支
援
を
提
供
す
る
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
」
の
機
能
を
担
う

「
子
育
て
包
括
支
援
室
」
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
を
一
元
的
に

把
握
し
、
組
織
横
断
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
開
設
を

見
据
え
、
「
子
ど
も
家
庭
担
当
」
を
設
置
す

る
な
ど
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
う
中

で
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
等
に
対
応
し

て
い
る
。

児
童
福
祉
法
や
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
対
象
年
齢
が
18
歳
未
満
で
あ

る
な
ど
、
支
援
の
対
象
年
齢
を
区
切
っ
て
い

る
こ
と
で
支
援
が
途
切
れ
が
ち
に
な
る
『
年

齢
の
壁
』
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

「
年
齢
の
壁
」
は
、
法
令
等
で
規
定
さ

つる清流会　日向 美徳議員

問答問答

こども家庭庁創設に向けた
本市の取り組みを問う

れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
が
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

で
は
、
18
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
後
に
お
い

て
も
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
課
題
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、

一
つ
の
部
署
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
法
の
改

正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
重
層
的
支
援
体

制
」
を
意
識
し
、
複
数
の
部
署
、
機
関
等
が

関
わ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
相
談
体
制
の
構

築
に
取
り
組
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

や
若
者
の
状
況
に
応
じ
、
子
ど
も
や
若
者
が

円
滑
な
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
支
援
し
て
い
く
。

代表
質問市政を問う！

問答



つる市議会だより　45　つる市議会だより

○「
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
定
」

　
　
本
市
の
都
市
計
画
は
、
昭
和
29
年
の
都
市
計
画
区
域
の

決
定
に
始
ま
り
、幾
度
か
の
変
更
等
を
行
い
、現
在
に
至
る
。

現
行
計
画
は
、
平
成
16
年
の
策
定
か
ら
十
数
年
が
経
過
し
、

社
会
情
勢
や
都
市
を
取
り
巻
く
環
境
に
変
化
が
生
じ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
令
和
２
年
度
に
改
定
さ
れ
た
「
山
梨
県
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
と
の
整
合
性
を
図
る
中
で
、

本
年
度
よ
り
改
定
に
着
手
し
た
。
改
定
に
あ
た
っ
て
は
、

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
と
と
も
に
市
民
懇
談
会
を
立
ち

上
げ
多
く
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
今
後
は
、
市
民

懇
談
会
か
ら
い
た
だ
く
予
定
の
市
民
意
見
書
を
踏
ま
え
、

「
ひ
と
集
い 

学
び
あ
ふ
れ
る 

生
涯
き
ら
め
き
の
ま
ち 

つ

る
」
を
実
現
さ
せ
る
た
め
、
市
民
に
身
近
で
実
効
性
の
あ

る
計
画
と
な
る
よ
う
、
令
和
４
年
度
中
の
改
定
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
く
。

○「
子
育
て
支
援
」
に
つ
い
て

　
　
男
性
が
育
児
休
業
を
取
得
し
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備

を
促
す
と
と
も
に
、
子
育
て
世
帯
の
仕
事
と
育
児
の
両
立

を
支
援
す
る
た
め
、
育
児
休
業
を
取
得
す
る
男
性
従
業
員

及
び
市
内
に
本
社
又
は
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企
業
等
に

対
し
「
育
児
休
業
取
得
促
進
奨
励
金
」
を
交
付
す
る
。
本

奨
励
金
は
、
厚
生
労
働
省
が
実
施
す
る
両
立
支
援
等
助
成

金
の
出
生
児
両
立
支
援
コ
ー
ス
の
対
象
と
な
っ
た
市
内
企

業
等
に
対
し
、
本
市
が
奨
励
金
を
上
乗
せ
支
給
す
る
こ
と

で
国
の
制
度
と
併
わ
せ
て
活
用
で
き
る
た
め
、
山
梨
労
働

局
と
連
携
し
、
企
業
等
へ
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。
本
制

度
の
創
設
に
よ
り
、
市
内
の
企
業
と
市
が
協
働
す
る
中
、

子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
創
出
に
よ
る
合
計
特
殊
出
生
率

の
向
上
、
男
性
の
育
児
参
加
に
よ
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の

推
進
、
市
内
企
業
等
の
社
会
的
評
価
の
向
上
等
を
図
っ
て

い
く
。

○「
学
び
の
み
ら
い
づ
く
り
事
業
」
に
つ
い
て

　
　
昨
年
８
月
よ
り
、
豊
田
通
商
株
式
会
社
の
有
志
社
員
が

地
域
貢
献
活
動
い
わ
ゆ
る
「
プ
ロ
ボ
ノ
」
と
し
て
本
市
に

参
画
し
、
教
育
分
野
の
施
策
構
築
に
つ
い
て
提
案
い
た
だ

い
た
内
容
を
実
現
化
す
る
も
の
で
あ
る
。
事
業
内
容
は
、

子
ど
も
た
ち
の
あ
ら
ゆ
る
好
奇
心
に
応
え
、
探
究
す
る
力

を
育
成
す
る
学
び
の
環
境
を
構
築
す
る
「
探
究
型
学
習
」

の
場
を
創
出
す
る
も
の
で
、
市
内
の
大
学
や
民
間
企
業
等

と
連
携
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
築
や
子
ど
も
た
ち
に
相
対
す

る
人
材
の
育
成
も
含
め
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
業
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
地
方
創
生
推
進
交
付

金
の
ほ
か
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
人
材
派
遣
型
制
度
」

も
活
用
す
る
。
今
後
、
各
主
体
が
連
携
す
る
中
で
、
こ
の

学
び
の
場
を
地
域
に
根
付
か
せ
、
子
ど
も
た
ち
の
無
限
の

可
能
性
を
伸
ば
し
て
い
き
た
い
。

○「
市
民
大
学
事
業
」
に
つ
い
て

　
　「
多
様
な
学
び
を
と
お
し
た
、
心
身
と
も
に
健
康
で
豊

か
な
暮
ら
し
の
実
現
」
の
た
め
、
成
人
層
向
け
に
新
た
な

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
「
市
民
大
学
事
業
」
を
展
開
す
る
。

市
民
大
学
で
は
、市
内
３
大
学
等
と
本
市
で
構
成
す
る
「
大

学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
つ
る
」
と
連
携
し
、
大
学
等
の
教
員

を
講
師
と
し
て
迎
え
、
各
校
の
専
門
性
を
生
か
し
た
質
の

高
い
学
び
を
提
供
し
て
い
く
。
こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
、
誰
も
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
学
べ
る
機
会
の

場
を
創
出
し
て
い
く
。

令
和
４
年
３
月
定
例
会

お
も
な
事
業
内
容

市
長
の

市
長
の
所
信
表
明

所
信
表
明

都留市まちづくり市民懇談会

健康子育て課　窓口の様子

こ
ど
も
家
庭
庁
創
設
に
向
け
た
本
市
の

取
り
組
み
を
問
う
。

「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
設
置
は
、
令
和

３
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
こ
ど
も
政

策
の
新
た
な
推
進
体
制
に
関
す
る
基
本
方

針
」
に
掲
げ
ら
れ
た
基
本
理
念
に
沿
っ
て
、

常
に
こ
ど
も
の
利
益
を
第
一
に
考
え
、
こ
ど

も
に
関
す
る
取
り
組
み
・
政
策
を
我
が
国
社

会
の
真
ん
中
に
据
え
た
「
こ
ど
も
ま
ん
な
か

社
会
」
の
実
現
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
市
と

し
て
は
、
国
、
県
な
ど
と
連
携
す
る
中
、
子

育
て
支
援
施
策
等
の
一
層
の
推
進
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

「
児
童
虐
待
、
貧
困
、
い
じ
め
、
不
登

校
、
高
校
中
退
、
非
行
と
い
っ
た
困
難

の
種
類
や
制
度
ご
と
の
『
縦
割
り
』
に
よ
っ

て
生
じ
る
弊
害
」
と
「
教
育
、
福
祉
、
保
健
、

医
療
、
雇
用
と
い
っ
た
『
縦
割
り
』
組
織
に

よ
っ
て
生
じ
る
弊
害
」
に
対
す
る
市
の
対
応

は
。

「
こ
ど
も
政
策
の
新
た
な
推
進
体
制
に

関
す
る
基
本
方
針
」
に
お
い
て
は
、
こ

ど
も
の
抱
え
る
困
難
は
、
子
ど
も
・
家
庭
・

家
庭
内
の
関
係
性
・
環
境
と
い
っ
た
さ
ま
ざ

ま
な
要
因
が
複
合
的
に
重
な
り
合
い
、
い
じ

め
・
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
非
行
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
形
態
で
表
出
す
る
も
の
で
あ

り
、
重
層
的
な
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
課
題
が
深
刻

化
・
複
合
化
し
て
お
り
、
単
一
分
野
の
専
門

性
の
み
で
は
解
決
で
き
な
い
と
の
認
識
の
も

と
、
教
育
、
福
祉
、
保
健
、
医
療
、
雇
用
な

ど
に
関
係
す
る
機
関
や
団
体
、
多
職
種
の
専

門
家
が
密
接
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、

協
働
し
な
が
ら
支
援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と

さ
れ
て
い
る
。

 

本
市
で
は
、
平
成
27
年
度
に
、
福
祉
保
健

部
に
健
康
子
育
て
課
を
設
置
し
、
児
童
福

祉
、
母
子
保
健
、
健
康
づ
く
り
の
連
携
強
化

に
よ
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
っ
て
お

り
、
こ
れ
は
「
こ
ど
も
家
庭
庁
」
の
創
設
の

意
義
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。
さ
ら
に
本
年
度
に
は
、
子
育
て
世
代
に

対
す
る
総
合
的
相
談
支
援
を
提
供
す
る
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
子
育
て

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）
」
の
機
能
を
担
う

「
子
育
て
包
括
支
援
室
」
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
子
ど
も
を
め
ぐ
る
問
題
を
一
元
的
に

把
握
し
、
組
織
横
断
的
な
支
援
に
つ
な
げ
る

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」
の
開
設
を

見
据
え
、
「
子
ど
も
家
庭
担
当
」
を
設
置
す

る
な
ど
、
組
織
機
構
の
見
直
し
を
行
う
中

で
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
課
題
等
に
対
応
し

て
い
る
。

児
童
福
祉
法
や
要
保
護
児
童
対
策
地
域

協
議
会
の
対
象
年
齢
が
18
歳
未
満
で
あ

る
な
ど
、
支
援
の
対
象
年
齢
を
区
切
っ
て
い

る
こ
と
で
支
援
が
途
切
れ
が
ち
に
な
る
『
年

齢
の
壁
』
に
対
す
る
市
の
対
応
は
。

「
年
齢
の
壁
」
は
、
法
令
等
で
規
定
さ

つる清流会　日向 美徳議員

問答問答

こども家庭庁創設に向けた
本市の取り組みを問う

れ
る
も
の
で
あ
り
、
大
き
な
課
題
と
認
識
し

て
い
る
が
、
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

で
は
、
18
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
た
後
に
お
い

て
も
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
子
ど
も
を
取
り
巻

く
課
題
は
、
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、

一
つ
の
部
署
で
解
決
す
る
こ
と
が
困
難
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
法
の
改

正
に
よ
り
創
設
さ
れ
た
「
重
層
的
支
援
体

制
」
を
意
識
し
、
複
数
の
部
署
、
機
関
等
が

関
わ
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
相
談
体
制
の
構

築
に
取
り
組
む
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も

や
若
者
の
状
況
に
応
じ
、
子
ど
も
や
若
者
が

円
滑
な
社
会
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
支
援
し
て
い
く
。

代表
質問市政を問う！

問答
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第
６
波
が
猛
威
を
ふ
る
い
先
行
き
の
見

え
な
い
状
況
に
お
け
る
旭
小
学
校
の
１

年
計
画
で
の
統
廃
合
に
つ
い
て
。

統
合
に
向
け
た
交
流
事
業
等
は
感
染
対

策
を
講
じ
な
が
ら
実
施
し
、
令
和
５
年

４
月
の
統
合
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

児
童
へ
の
心
の
ケ
ア
・
統
合
前
の
交
流

等
に
つ
い
て
。

小
さ
な
学
校
の
児
童
が
、
新
た
な
環
境

に
す
ん
な
り
と
馴
染
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
考
え
、

交
流
を
行
っ
て
い
く
。
な
お
、
統
合
時
に
は
、

旭
小
学
校
に
勤
務
す
る
教
員
も
、
可
能
な
限

り
一
緒
に
禾
生
第
一
小
学
校
へ
異
動
す
る
な

ど
し
、
統
合
後
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
準
備
し
て
い
く
。

特
区
を
導
入
し
て
い
る
学
校
が
適
正
規

模
要
件
と
な
っ
た
際
の
対
応
は
。

都
留
文
科
大
学
附
属
小
学
校
は
、
英
語

特
区
で
あ
る
同
校
で
学
ぶ
こ
と
を
希
望

し
入
学
し
た
児
童
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と

が
無
い
よ
う
、
統
合
の
時
期
を
未
定
と
し
た
。

し
か
し
、
１
学
級
10
人
未
満
の
状
況
が
継
続

す
れ
ば
、
早
期
に
適
正
化
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

少
子
化
の
進
行
と
今
後
の
学
校
編
成
に

つ
い
て
。

学
年
１
ク
ラ
ス
の
学
校
は
、
小
中
学
校

適
正
化
基
本
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
今

後
、
統
合
の
検
討
に
入
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

少
子
化
に
対
す
る
適
切
な
施
策
を
講
じ
つ

つ
、
状
況
に
応
じ
て
小
中
学
校
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
く
。

勝
山
城
跡
の
将
来
に
つ
い
て
。

勝
山
城
跡
を
中
心
と
し
た
谷
村
城
下
町

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、

市
民
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
２

月
に
市
民
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
今
後
は
、
得
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、

I
C
T
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
、
勝
山
城
跡
の
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
保
持
し
つ
つ
、
観
光
資
源

と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
た
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
、
観
光
客
誘
致
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

市
中
心
部
の
再
興
と
今
後
の
対
策
は
。

現
在
、
空
き
家
対
策
や
観
光
施
策
に
よ

り
、
市
街
地
の
活
性
化
と
城
下
町
の
景

観
整
備
を
図
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
加
え

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
」
を
目
的
と

し
た
新
し
い
補
助
制
度
等
の
必
要
性
も
検
討

し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
新
し
い
「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
作
業
に
お
い

て
も
、
城
下
町
と
い
う
魅
力
を
最
大
限
に
活
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適正規模統合を問う

総
合
的
ま
ち
づ
く
り
を

問
う

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
伺
う
中
で
調
査
・

研
究
し
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
向
上
を
図
り

人
口
減
少
に
負
け
な
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
に
つ
い
て
。

現
時
点
で
は
、
こ
の
ま
ま
本
市
に
お
い

て
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、「
山
梨
県
共
同
指
令
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
お

い
て
、
県
内
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
一
元

化
を
進
め
る
た
め
の
調
査
・
検
討
を
し
て
お

り
、
市
と
し
て
も
、
望
ま
し
い
将
来
像
と
実

現
す
る
上
で
の
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
そ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

将
来
に
向
け
て
の
消
防
団
団
員
の
構
成

と
再
構
築
に
つ
い
て
。

機
能
別
消
防
団
員
制
度
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
当
面
の
間
は
既
存
分
団
の

枠
組
み
で
の
組
織
編
成
を
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
現
行
の
体
制
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
消
防
団
員
の
活
動

し
や
す
い
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

代表
質問

問答問答

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
及
び

消
防
団
を
問
う

問答問答

　自治体が何を考え、何を行ってい

るのかを知る機会として議会は最適

だと思った。今後議会を見に行くと

きには、その自治体の取り組みをよ

り把握してから来ると、より理解が

深まると思う。（S・Y）

　初めて議会を傍聴したが、かなり

突っ込んだ内容、質疑が行われ大変

興味深く傍聴することが出来た。大

学関係のこと等、多岐に渡る分野の

話が聞けて大変参考になった。

（R・U）

傍聴席 の

市政を問う！

代表　小澤　　眞　議員

　　　藤本　明久　議員

　　　小林　健太　議員

　　　小俣　哲夫　議員

代表　国田　正己　議員

　　　小俣　　武　議員

　　　奥秋　　保　議員

代表　山本　美正　議員

　　　小俣　義之　議員

　　　鈴木　孝昌　議員

代表　日向　美徳　議員

　　　谷垣　喜一　議員

　　　山口　一裕　議員

代表　天野　利夫　議員

　　　藤江喜美子　議員

　　　志村　武彦　議員

創 明 会

ビジョン21

木曜クラブ

つる清流会

新政つる

●令和3年12月24日現在

会派構成
声

議会を傍聴しませんか？

次回の定例会は、
６月２日開会予定です。
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６
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猛
威
を
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る
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先
行
き
の
見

え
な
い
状
況
に
お
け
る
旭
小
学
校
の
１

年
計
画
で
の
統
廃
合
に
つ
い
て
。

統
合
に
向
け
た
交
流
事
業
等
は
感
染
対
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を
講
じ
な
が
ら
実
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し
、
令
和
５
年

４
月
の
統
合
に
向
け
準
備
を
進
め
て
い
く
。

児
童
へ
の
心
の
ケ
ア
・
統
合
前
の
交
流

等
に
つ
い
て
。

小
さ
な
学
校
の
児
童
が
、
新
た
な
環
境

に
す
ん
な
り
と
馴
染
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
最
大
の
課
題
と
考
え
、

交
流
を
行
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て
い
く
。
な
お
、
統
合
時
に
は
、

旭
小
学
校
に
勤
務
す
る
教
員
も
、
可
能
な
限

り
一
緒
に
禾
生
第
一
小
学
校
へ
異
動
す
る
な

ど
し
、
統
合
後
に
気
軽
に
相
談
で
き
る
よ
う

な
体
制
を
準
備
し
て
い
く
。

特
区
を
導
入
し
て
い
る
学
校
が
適
正
規

模
要
件
と
な
っ
た
際
の
対
応
は
。

都
留
文
科
大
学
附
属
小
学
校
は
、
英
語

特
区
で
あ
る
同
校
で
学
ぶ
こ
と
を
希
望

し
入
学
し
た
児
童
に
不
利
益
が
生
じ
る
こ
と

が
無
い
よ
う
、
統
合
の
時
期
を
未
定
と
し
た
。

し
か
し
、
１
学
級
10
人
未
満
の
状
況
が
継
続

す
れ
ば
、
早
期
に
適
正
化
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

少
子
化
の
進
行
と
今
後
の
学
校
編
成
に

つ
い
て
。

学
年
１
ク
ラ
ス
の
学
校
は
、
小
中
学
校

適
正
化
基
本
ス
キ
ー
ム
に
お
い
て
今

後
、
統
合
の
検
討
に
入
る
可
能
性
も
あ
る
が
、

少
子
化
に
対
す
る
適
切
な
施
策
を
講
じ
つ

つ
、
状
況
に
応
じ
て
小
中
学
校
の
適
正
化
を

図
っ
て
い
く
。

勝
山
城
跡
の
将
来
に
つ
い
て
。

勝
山
城
跡
を
中
心
と
し
た
谷
村
城
下
町

を
後
世
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、

市
民
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
年
２

月
に
市
民
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施

し
た
。
今
後
は
、
得
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
、

I
C
T
を
活
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
、
勝
山
城
跡
の
文
化
財

と
し
て
の
価
値
を
保
持
し
つ
つ
、
観
光
資
源

と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
た
事
業
を
積
極
的

に
展
開
し
、
観
光
客
誘
致
と
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ

イ
ド
の
醸
成
を
図
っ
て
い
く
。

市
中
心
部
の
再
興
と
今
後
の
対
策
は
。

現
在
、
空
き
家
対
策
や
観
光
施
策
に
よ

り
、
市
街
地
の
活
性
化
と
城
下
町
の
景

観
整
備
を
図
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
加
え

「
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
」
を
目
的
と

し
た
新
し
い
補
助
制
度
等
の
必
要
性
も
検
討

し
て
い
く
。
さ
ら
に
、
新
し
い
「
都
市
計
画

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」
の
見
直
し
作
業
に
お
い

て
も
、
城
下
町
と
い
う
魅
力
を
最
大
限
に
活
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適正規模統合を問う

総
合
的
ま
ち
づ
く
り
を

問
う

か
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
、
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
伺
う
中
で
調
査
・

研
究
し
、
中
心
市
街
地
の
魅
力
向
上
を
図
り

人
口
減
少
に
負
け
な
い
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
拠
点
に
つ
い
て
。

現
時
点
で
は
、
こ
の
ま
ま
本
市
に
お
い

て
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
妥
当
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
が
、「
山
梨
県
共
同
指
令
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
に
関
す
る
懇
談
会
」
に
お

い
て
、
県
内
の
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
の
一
元

化
を
進
め
る
た
め
の
調
査
・
検
討
を
し
て
お

り
、
市
と
し
て
も
、
望
ま
し
い
将
来
像
と
実

現
す
る
上
で
の
課
題
を
整
理
し
た
上
で
、
そ

の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
を
し
て
い
き
た

い
。

将
来
に
向
け
て
の
消
防
団
団
員
の
構
成

と
再
構
築
に
つ
い
て
。

機
能
別
消
防
団
員
制
度
を
導
入
し
た
こ

と
に
よ
り
、
当
面
の
間
は
既
存
分
団
の

枠
組
み
で
の
組
織
編
成
を
考
え
て
い
る
が
、

今
後
、
現
行
の
体
制
が
困
難
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
た
場
合
に
は
、
消
防
団
員
の
活
動

し
や
す
い
環
境
整
備
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
く
。

代表
質問

問答問答

消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
及
び

消
防
団
を
問
う

問答問答

　自治体が何を考え、何を行ってい

るのかを知る機会として議会は最適

だと思った。今後議会を見に行くと

きには、その自治体の取り組みをよ

り把握してから来ると、より理解が

深まると思う。（S・Y）

　初めて議会を傍聴したが、かなり

突っ込んだ内容、質疑が行われ大変

興味深く傍聴することが出来た。大

学関係のこと等、多岐に渡る分野の

話が聞けて大変参考になった。

（R・U）

傍聴席 の

市政を問う！

代表　小澤　　眞　議員

　　　藤本　明久　議員

　　　小林　健太　議員

　　　小俣　哲夫　議員

代表　国田　正己　議員

　　　小俣　　武　議員

　　　奥秋　　保　議員

代表　山本　美正　議員

　　　小俣　義之　議員

　　　鈴木　孝昌　議員

代表　日向　美徳　議員

　　　谷垣　喜一　議員

　　　山口　一裕　議員

代表　天野　利夫　議員

　　　藤江喜美子　議員

　　　志村　武彦　議員
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会派構成
声

議会を傍聴しませんか？

次回の定例会は、
６月２日開会予定です。
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一般
質問

小林 健太議員

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
で
の
経
済
効
果
、
負

担
を
鑑
み
た
中
で
の
将
来
的
な
展
望
と
リ
ス

ク
に
関
し
て
伺
う
。

市
の
負
担
額
は
。

国
の
交
付
金
な
ど
を
除
き
、
令
和
元
年

度
ま
で
で
1
億
7
千
3
4
3
万
円
を
支

出
し
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で

に
4
億
7
千
5
0
0
万
円
前
後
を
見
込
ん
で

い
る
。
こ
の
他
、
区
域
外
の
道
路
整
備
で
4

千
2
0
0
万
円
の
合
計
7
億
円
前
後
と
な
る
。

施
設
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
は
、
子
供
と
親

の
居
場
所
と
し
て
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
及
び
一
時
預
か
り
事
業
を
実
施
予
定

で
あ
る
。

　
ま
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、

I
C
T
を
柱
と
し
た
『
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー

サ
ー
』
の
業
務
を
受
け
る
場
所
と
し
て
、
ま

た
『
ハ
ッ
カ
ソ
ン
』
な
ど
今
ま
で
に
な
い
形

態
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
場
所
や
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
構
想
の
受
け
皿
と
し
て
も
機
能
さ
せ

て
い
き
た
い
。

経
済
効
果
の
見
込
み
は
。

サ
高
住
で
は
年
間
1
8
0
万
円
×
入

居
者
数
の
合
計
が
、
ま
た
、
こ
の
ほ

か
に
運
営
法
人
の
法
人
税
、
施
設
の
固
定
資

産
税
、
土
地
の
借
地
代
、
居
住
者
の
住
民
税

な
ど
も
見
込
ま
れ
る
。

問問 答

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
は
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
で
継
続
的
な
賑
わ
い
を
作
り
出
す

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
エ
リ
ア
に
限
ら
ず
、
周

辺
地
域
の
活
性
化
と
経
済
的
効
果
を
生
み
出

す
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

楽
山
地
区
全
体
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

複
合
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
既
存
の
大
学

や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
加
え
大
型

公
園
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
人

が
集
う
一
大
拠
点
と
な
る
。
訪
れ
た
人
が
ワ

ク
ワ
ク
で
き
る
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
く
。

◆
全
世
代
の
方
々
が
と
り
あ
え
ず
行
く
場
所

と
な
り
得
る
よ
う
今
後
も
期
待
し
た
い
。

本
市
で
は
、
若
年
が
ん
患
者
の
把
握
を

し
て
い
る
の
か
。

「
全
国
が
ん
登
録
都
道
府
県
版
標
準
集

計
表
」
に
よ
り
統
計
的
に
一
定
程
度
把

握
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
市
町
村
ご
と
の

年
代
別
罹
患
デ
ー
タ
は
10
人
未
満
の
人
数
が

秘
匿
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
年
が
ん

患
者
の
正
確
な
人
数
や
患
者
個
人
を
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

若
い
年
代
層
が
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
。

県
が
「
山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
医
師
や
保
健
師
、

が
ん
患
者
等
を
支
援
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

等
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
が
ん
の
治

療
及
び
ケ
ア
の
分
野
の
認
定
看
護
師
が
相
談

に
応
じ
、
適
切
な
情
報
提
供
や
支
援
を
し
て

い
る
。
市
で
は
特
に
専
門
相
談
窓
口
は
設
け

て
い
な
い
が
、
健
康
子
育
て
課 

健
康
づ
く

り
担
当
に
お
い
て
、
保
健
師
及
び
管
理
栄
養

士
が
相
談
を
受
け
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図

る
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的
な
相
談
や

支
援
に
繋
げ
て
い
る
。

若
年
が
ん
患
者
へ
の
在
宅
療
養
に
つ
い

て
、
今
後
の
展
望
は
。

国
で
は
思
春
期
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
、

山本 美正議員

問答問答

い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
に
対
す

る
緩
和
ケ
ア
提
供
体
制
の
整
備
や
在
宅
療
養

環
境
の
整
備
等
に
必
要
な
方
策
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
若
年
が

ん
患
者
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
今
後
、
若
年
が
ん
患
者
の

療
養
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

若年がん患者の在宅療養支援と
今後の展望を問う

複合型居住プロジェクトを
問う

市政を問う！

谷垣 喜一議員

安
心
し
て
学
び
が
継
続
で
き
る
よ
う
各

家
庭
の
状
況
に
配
慮
し
た
対
応
は
。

令
和
３
年
度
に
、
１
人
１
台
端
末
の
環

境
を
整
え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り

を
本
格
実
施
す
る
た
め
、
課
題
や
運
用
方
法

の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
課

題
解
決
を
図
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実

施
に
向
け
た
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
「
デ
ジ
タ
ル

市
役
所
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
証
明

書
発
行
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
体

育
施
設
の
利
用
申
請
事
務
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
実
現
し
、
３
月
７
日
か
ら
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
の
写
し

や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
が
重
要
に

な
る
。
特
に
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
教
室

や
詐
欺
に
合
わ
な
い
た
め
の
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
て
ほ
し
い
。

今
後
、
I
C
T
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

問問 答

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
人
材
育
成
の
た
め
の

支
援
の
拡
大
に
つ
い
て
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
は
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
資
格
取
得
に
要
す
る

費
用
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
認
識
し
て
い

る
。
既
存
の
支
援
事
業
を
、
よ
り
妊
婦
や
産

後
の
母
子
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
な
る
よ
う

質
の
向
上
に
努
め
る
中
、
先
進
的
事
業
と
し

て
今
後
の
参
考
と
し
て
い
く
。
　
　
　
　

新
年
度
当
初
予
算
編
成
で
の
３
期
目
の

公
約
の
具
体
化
に
つ
い
て
。

昨
年
１１
月
の
市
長
選
挙
時
に
お
示
し
た

公
約
は
、
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
の
取

り
組
み
と
そ
の
経
過
・
検
証
を
背
景
に
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
伺
う
中
で
形
作
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
市
民
の
皆
様
と
の
お
約
束
で

あ
る
選
挙
公
約
を
実
現
す
べ
く
、
４
つ
の
柱

に
基
づ
き
、
即
時
・
即
効
性
を
重
視
し
、
そ

の
取
り
組
み
の
裏
付
け
と
な
る
新
年
度
予
算

を
編
成
し
た
。
こ
れ
か
ら
各
事
業
を
速
や
か

に
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様

の
暮
ら
し
や
す
い
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
。

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

健
全
な
財
政
運
営
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
重
要
な
基
盤
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、

1
5
2
億
9
千
6
0
0
万
円
と
過
去
最
大
の

予
算
額
で
は
あ
る
が
、
国
、
県
の
補
助
制
度

等
の
有
効
活
用
に
よ
る
市
負
担
分
の
抑
制
や

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
な
ど
の
活
用
に
よ
り

一
般
財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
財
政

調
整
基
金
の
繰
入
額
を
抑
制
し
た
予
算
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
い
た
事
業
を

重
点
的
に
計
上
し
た
上
で
も
、
臨
時
財
政
対

鈴木 孝昌議員

問答

策
債
を
含
む
市
債
の
借
入
額
の
縮
減
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
性
・
持
続
可
能
性

を
確
保
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
今
回
の
当
初
予
算
は
、
国
が
「
16
ヵ
月

予
算
」
の
考
え
方
を
も
と
に
、
令
和
3
年
度

補
正
予
算
を
編
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
市

も
国
の
経
済
対
策
に
呼
応
し
た
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
と
令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
一

体
で
編
成
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

予算編成と財政健全化を
問う

デジタル田園都市構想に関する
本市の取り組み
を問う

問答

答

問答問問 答答

問問 答

■
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
・
自
治
体

　
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
を
問
う

訪
問
型
産
後
支
援
の
充
実
を

問
う

答

答
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一般
質問

小林 健太議員

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
全
体
で
の
経
済
効
果
、
負

担
を
鑑
み
た
中
で
の
将
来
的
な
展
望
と
リ
ス

ク
に
関
し
て
伺
う
。

市
の
負
担
額
は
。

国
の
交
付
金
な
ど
を
除
き
、
令
和
元
年

度
ま
で
で
1
億
7
千
3
4
3
万
円
を
支

出
し
、
令
和
2
年
度
か
ら
令
和
4
年
度
ま
で

に
4
億
7
千
5
0
0
万
円
前
後
を
見
込
ん
で

い
る
。
こ
の
他
、
区
域
外
の
道
路
整
備
で
4

千
2
0
0
万
円
の
合
計
7
億
円
前
後
と
な
る
。

施
設
に
つ
い
て
。

子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス
は
、
子
供
と
親

の
居
場
所
と
し
て
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
事
業
及
び
一
時
預
か
り
事
業
を
実
施
予
定

で
あ
る
。

　
ま
た
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
は
、

I
C
T
を
柱
と
し
た
『
ク
ラ
ウ
ド
ソ
ー

サ
ー
』
の
業
務
を
受
け
る
場
所
と
し
て
、
ま

た
『
ハ
ッ
カ
ソ
ン
』
な
ど
今
ま
で
に
な
い
形

態
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
場
所
や
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
構
想
の
受
け
皿
と
し
て
も
機
能
さ
せ

て
い
き
た
い
。

経
済
効
果
の
見
込
み
は
。

サ
高
住
で
は
年
間
1
8
0
万
円
×
入

居
者
数
の
合
計
が
、
ま
た
、
こ
の
ほ

か
に
運
営
法
人
の
法
人
税
、
施
設
の
固
定
資

産
税
、
土
地
の
借
地
代
、
居
住
者
の
住
民
税

な
ど
も
見
込
ま
れ
る
。

問問 答

　
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
で
は
イ
ベ
ン
ト

開
催
な
ど
で
継
続
的
な
賑
わ
い
を
作
り
出
す

こ
と
に
よ
り
、
こ
の
エ
リ
ア
に
限
ら
ず
、
周

辺
地
域
の
活
性
化
と
経
済
的
効
果
を
生
み
出

す
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

楽
山
地
区
全
体
で
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

複
合
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
既
存
の
大
学

や
文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
加
え
大
型

公
園
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
多
く
の
人

が
集
う
一
大
拠
点
と
な
る
。
訪
れ
た
人
が
ワ

ク
ワ
ク
で
き
る
エ
リ
ア
と
し
て
整
備
を
進
め

て
い
く
。

◆
全
世
代
の
方
々
が
と
り
あ
え
ず
行
く
場
所

と
な
り
得
る
よ
う
今
後
も
期
待
し
た
い
。

本
市
で
は
、
若
年
が
ん
患
者
の
把
握
を

し
て
い
る
の
か
。

「
全
国
が
ん
登
録
都
道
府
県
版
標
準
集

計
表
」
に
よ
り
統
計
的
に
一
定
程
度
把

握
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
市
町
村
ご
と
の

年
代
別
罹
患
デ
ー
タ
は
10
人
未
満
の
人
数
が

秘
匿
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
若
年
が
ん

患
者
の
正
確
な
人
数
や
患
者
個
人
を
把
握
す

る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

若
い
年
代
層
が
が
ん
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
場
合
の
相
談
窓
口
に
つ
い
て
。

県
が
「
山
梨
県
が
ん
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
、
医
師
や
保
健
師
、

が
ん
患
者
等
を
支
援
す
る
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー

等
が
相
談
に
応
じ
て
い
る
。
ま
た
、
が
ん
診

療
連
携
拠
点
病
院
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
が

ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
が
ん
の
治

療
及
び
ケ
ア
の
分
野
の
認
定
看
護
師
が
相
談

に
応
じ
、
適
切
な
情
報
提
供
や
支
援
を
し
て

い
る
。
市
で
は
特
に
専
門
相
談
窓
口
は
設
け

て
い
な
い
が
、
健
康
子
育
て
課 

健
康
づ
く

り
担
当
に
お
い
て
、
保
健
師
及
び
管
理
栄
養

士
が
相
談
を
受
け
、
関
係
部
署
と
連
携
を
図

る
中
で
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
的
な
相
談
や

支
援
に
繋
げ
て
い
る
。

若
年
が
ん
患
者
へ
の
在
宅
療
養
に
つ
い

て
、
今
後
の
展
望
は
。

国
で
は
思
春
期
か
ら
30
歳
代
ま
で
の
、

山本 美正議員

問答問答

い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｙ
Ａ
世
代
の
が
ん
患
者
に
対
す

る
緩
和
ケ
ア
提
供
体
制
の
整
備
や
在
宅
療
養

環
境
の
整
備
等
に
必
要
な
方
策
を
検
討
す
る

こ
と
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も
、
若
年
が

ん
患
者
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た
自
宅
で
自
分

ら
し
く
安
心
し
て
日
常
生
活
を
送
れ
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
今
後
、
若
年
が
ん
患
者
の

療
養
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
、
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

若年がん患者の在宅療養支援と
今後の展望を問う

複合型居住プロジェクトを
問う

市政を問う！

谷垣 喜一議員

安
心
し
て
学
び
が
継
続
で
き
る
よ
う
各

家
庭
の
状
況
に
配
慮
し
た
対
応
は
。

令
和
３
年
度
に
、
１
人
１
台
端
末
の
環

境
を
整
え
、
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。
現
在
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
持
ち
帰
り

を
本
格
実
施
す
る
た
め
、
課
題
や
運
用
方
法

の
洗
い
出
し
を
行
っ
て
い
る
段
階
だ
が
、
課

題
解
決
を
図
る
中
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の
実

施
に
向
け
た
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

本
市
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

国
の
方
針
を
踏
ま
え
、
「
デ
ジ
タ
ル

市
役
所
」
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
民
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
証
明

書
発
行
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
、
体

育
施
設
の
利
用
申
請
事
務
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化
を
実
現
し
、
３
月
７
日
か
ら
は
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
住
民
票
の
写
し

や
印
鑑
登
録
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
開

始
し
た
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
活
用
が
重
要
に

な
る
。
特
に
高
齢
者
の
ス
マ
ホ
教
室

や
詐
欺
に
合
わ
な
い
た
め
の
ス
マ
ホ
教
室
を

開
催
し
て
ほ
し
い
。

今
後
、
I
C
T
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
の

問問 答

取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
の
人
材
育
成
の
た
め
の

支
援
の
拡
大
に
つ
い
て
。

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
は
、
子
育
て
し
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
上
で
重
要
な

存
在
で
あ
り
、
ま
た
、
資
格
取
得
に
要
す
る

費
用
の
負
担
が
大
き
い
こ
と
も
認
識
し
て
い

る
。
既
存
の
支
援
事
業
を
、
よ
り
妊
婦
や
産

後
の
母
子
に
寄
り
添
っ
た
支
援
と
な
る
よ
う

質
の
向
上
に
努
め
る
中
、
先
進
的
事
業
と
し

て
今
後
の
参
考
と
し
て
い
く
。
　
　
　
　

新
年
度
当
初
予
算
編
成
で
の
３
期
目
の

公
約
の
具
体
化
に
つ
い
て
。

昨
年
１１
月
の
市
長
選
挙
時
に
お
示
し
た

公
約
は
、
こ
れ
ま
で
の
２
期
８
年
の
取

り
組
み
と
そ
の
経
過
・
検
証
を
背
景
に
、
市

民
の
皆
様
の
声
を
伺
う
中
で
形
作
っ
た
も
の

で
あ
る
。
こ
の
市
民
の
皆
様
と
の
お
約
束
で

あ
る
選
挙
公
約
を
実
現
す
べ
く
、
４
つ
の
柱

に
基
づ
き
、
即
時
・
即
効
性
を
重
視
し
、
そ

の
取
り
組
み
の
裏
付
け
と
な
る
新
年
度
予
算

を
編
成
し
た
。
こ
れ
か
ら
各
事
業
を
速
や
か

に
具
体
化
し
て
い
く
こ
と
で
、
市
民
の
皆
様

の
暮
ら
し
や
す
い
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
を

実
現
し
て
い
く
。

財
政
健
全
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

健
全
な
財
政
運
営
を
確
立
し
て
い
く

こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
政
策
を
推
進
し

て
い
く
た
め
の
重
要
な
基
盤
に
な
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
令
和
４
年
度
当
初
予
算
は
、

1
5
2
億
9
千
6
0
0
万
円
と
過
去
最
大
の

予
算
額
で
は
あ
る
が
、
国
、
県
の
補
助
制
度

等
の
有
効
活
用
に
よ
る
市
負
担
分
の
抑
制
や

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
な
ど
の
活
用
に
よ
り

一
般
財
源
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
財
政

調
整
基
金
の
繰
入
額
を
抑
制
し
た
予
算
と
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
「
リ
ー
デ
ィ
ン

グ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
基
づ
い
た
事
業
を

重
点
的
に
計
上
し
た
上
で
も
、
臨
時
財
政
対

鈴木 孝昌議員

問答

策
債
を
含
む
市
債
の
借
入
額
の
縮
減
が
図
ら

れ
る
な
ど
、
財
政
の
健
全
性
・
持
続
可
能
性

を
確
保
し
た
予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
今
回
の
当
初
予
算
は
、
国
が
「
16
ヵ
月

予
算
」
の
考
え
方
を
も
と
に
、
令
和
3
年
度

補
正
予
算
を
編
成
し
た
こ
と
を
受
け
、
本
市

も
国
の
経
済
対
策
に
呼
応
し
た
、
令
和
３
年

度
補
正
予
算
と
令
和
４
年
度
当
初
予
算
を
一

体
で
編
成
し
た
予
算
と
な
っ
て
い
る
。

予算編成と財政健全化を
問う

デジタル田園都市構想に関する
本市の取り組み
を問う

問答

答

問答問問 答答

問問 答

■
デ
ジ
タ
ル
市
役
所
・
自
治
体

　
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業
を
問
う

訪
問
型
産
後
支
援
の
充
実
を

問
う

答

答
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■
議
第
２
号
　
都
留
市
小
規
模
企  

業
・
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

制
定
の
件

県
内
市
町
村
の
制
定
状
況

は
？

令
和
４
年
２
月
28
日
現
在
、

10
市
８
町
２
村
の
合
計
20
市

町
村
が
制
定
済
み
。

制
定
に
あ
た
っ
て
の
効
果
や

ね
ら
い
は
？

中
小
企
業
振
興
の
目
的
や
基

本
方
針
・
基
本
的
施
策
を
明

確
に
し
、
計
画
や
施
策
等
に
反
映

す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
に
対
し

て
よ
り
効
果
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
。
ま
た
、
中
小
企
業

の
努
力
や
大
企
業
、
市
民
の
役
割

な
ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
成
長
発
展
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
に
お
け
る
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
考
え
は
？

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
な
ど
を
取

り
入
れ
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い

く
。

■
議
第
10
号
　
市
道
の
路
線
認
定

の
件大

幡
金
井
線
の
路
線
認
定
に

お
い
て
、
山
梨
県
か
ら
の
移

管
に
伴
う
条
件
工
事
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
県
に
要
求
し
て
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
が
完
了
し
た
の

か
？ 

路
側
溝
の
設
置
や
路
側
壁
の

修
繕
、
ま
た
橋
梁
整
備
で
あ

る
。

一
部
側
溝
が
ま
だ
整
備
さ
れ

て
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

完
了
と
い
う
こ
と
か
？

平
成
13
年
当
時
、
市
と
し
て

も
当
然
要
望
は
出
し
て
い
る

が
、
県
も
で
き
る
こ
と
と
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
、
両
者
で
協
議
し

同
意
を
得
ら
れ
た
箇
所
の
工
事
は

全
て
終
了
し
た
。

県
と
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
箇
所
は
今
回
は
し
て
い
な

い
の
か
。
ま
た
、
今
後
は
市
が
対

応
す
る
の
か
。

平
成
13
年
当
時
の
条
件
工
事

箇
所
に
な
る
。
今
後
は
市
が

管
理
し
て
い
く
。

問答

付託された議案10件（条例 6件、補正予算1件、その他2件、請願1件）について、慎重に審査した
結果、付託議案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 3月9日　
午前１0時から

委 員 長：山口　一裕　　副委員長：志村　武彦
委　　員：小俣　義之　谷垣　喜一　藤本　明久　小澤　眞　奥秋　保　日向　美徳

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

都留市小規模企業・中小企業振興基本

条例制定の件

都留市職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例中改正の件

都留市公告式条例中改正の件 

都留市地域交流拠点施設条例中改正の件

都留市消防団員等公務災害補償条例中

改正の件

都留市農村公園条例廃止の件

市道の路線の認定の件

・議第 2 号

・議第 3 号

・議第 4 号

・議第 5 号

・議第 7 号

・議第 8 号

・議第10号

市道の路線の変更の件

令和3年度都留市一般会計補正予算

(第 12号 )

・議第11号

・議第26号

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

主
な
質
疑
内
容

3月
定例会

社 会 厚 生 常任委員会 3月9日 
午後１時30分から

委員会の様子

問答

　議会の議決を必要とする案件について、議会の議決に先立って詳しく検討を

するために、所管の常任委員会等に審査を委託することを言います。

委員会付託とは？

問答問答
■
議
第
１
号
　
都
留
市
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
審
議
会
条
例
制

定
の
件

審
議
会
委
員
10
人
は
ど
の
よ

う
な
方
に
委
嘱
す
る
の
か
？

第
３
条
第
２
項
第
１
号
か
ら

第
５
号
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
中
か
ら
委
嘱
す
る
。

※
第
1
号
〜
第
3
号
で
は
、
法
律
、

医
療
又
は
福
祉
、
成
年
後
見
制

度
に
関
し
識
見
を
有
す
る
方
を
、

第
4
号
で
は
、
関
係
行
政
機
関

の
職
員
を
、
第
5
号
で
は
、
そ

の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
た
者

を
規
定
。

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

は
、
補
欠
の
委
員
を
委
嘱
す

る
と
あ
る
が
、
欠
員
と
な
っ
た
方

と
同
等
の
要
件
を
持
つ
方
を
委
嘱

を
す
る
の
か
？

欠
員
と
な
っ
た
委
員
と
同
じ

号
が
掲
げ
る
条
件
に
基
づ
き

委
嘱
す
る
。

付託された議案9件（条例3件、補正予算1件、事業会計補正予算4件、請願1件）について、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委 員 長：山本　美正　　副委員長：鈴木　孝昌
委　　員：小俣　　武　国田　正己　藤江喜美子　天野　利夫　小林　健太　小俣　哲夫

■審査した議案（付託議案）

都留市成年後見制度利用促進審議会条

例制定の件

都留市国民健康保険税条例中改正の件

都留市小、中学校給食会貸付基金条例

廃止の件

令和3年度都留市一般会計補正予算

(第 12号 )

令和 3年度都留市国民健康保険事業

特別会計補正予算 (第 2号 )

令和 3年度都留市介護保険事業特別

会計補正予算 (第 3号 )

・議第 1 号

・議第 6 号

・議第 9 号

・議第26号

・議第27号

・議第28号

令和3年度都留市後期高齢者医療特

別会計補正予算 (第 2号 )

令和 3年度都留市病院事業会計補正

予算 (第 4号 )

・議第29号

・議第30号

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

主
な
質
疑
内
容

委員会の様子

問答

問答

問答

問答
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■
議
第
２
号
　
都
留
市
小
規
模
企  

業
・
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例

制
定
の
件

県
内
市
町
村
の
制
定
状
況

は
？

令
和
４
年
２
月
28
日
現
在
、

10
市
８
町
２
村
の
合
計
20
市

町
村
が
制
定
済
み
。

制
定
に
あ
た
っ
て
の
効
果
や

ね
ら
い
は
？

中
小
企
業
振
興
の
目
的
や
基

本
方
針
・
基
本
的
施
策
を
明

確
に
し
、
計
画
や
施
策
等
に
反
映

す
る
こ
と
で
、
中
小
企
業
に
対
し

て
よ
り
効
果
的
な
支
援
を
行
う
こ

と
が
出
来
る
。
ま
た
、
中
小
企
業

の
努
力
や
大
企
業
、
市
民
の
役
割

な
ど
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
地

域
が
一
体
と
な
っ
て
成
長
発
展
に

取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
に
お
け
る
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
考
え
は
？

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
概
念
な
ど
を
取

り
入
れ
な
が
ら
今
後
検
討
し
て
い

く
。

■
議
第
10
号
　
市
道
の
路
線
認
定

の
件大

幡
金
井
線
の
路
線
認
定
に

お
い
て
、
山
梨
県
か
ら
の
移

管
に
伴
う
条
件
工
事
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
県
に
要
求
し
て
、
ど
の

よ
う
な
と
こ
ろ
が
完
了
し
た
の

か
？ 

路
側
溝
の
設
置
や
路
側
壁
の

修
繕
、
ま
た
橋
梁
整
備
で
あ

る
。

一
部
側
溝
が
ま
だ
整
備
さ
れ

て
な
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、

完
了
と
い
う
こ
と
か
？

平
成
13
年
当
時
、
市
と
し
て

も
当
然
要
望
は
出
し
て
い
る

が
、
県
も
で
き
る
こ
と
と
で
き
な

い
こ
と
が
あ
り
、
両
者
で
協
議
し

同
意
を
得
ら
れ
た
箇
所
の
工
事
は

全
て
終
了
し
た
。

県
と
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ

た
箇
所
は
今
回
は
し
て
い
な

い
の
か
。
ま
た
、
今
後
は
市
が
対

応
す
る
の
か
。

平
成
13
年
当
時
の
条
件
工
事

箇
所
に
な
る
。
今
後
は
市
が

管
理
し
て
い
く
。

問答

付託された議案10件（条例 6件、補正予算1件、その他2件、請願1件）について、慎重に審査した
結果、付託議案の全てを原案可決としました。

総務産業建設 常任委員会 3月9日　
午前１0時から

委 員 長：山口　一裕　　副委員長：志村　武彦
委　　員：小俣　義之　谷垣　喜一　藤本　明久　小澤　眞　奥秋　保　日向　美徳

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

都留市小規模企業・中小企業振興基本

条例制定の件

都留市職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例中改正の件

都留市公告式条例中改正の件 

都留市地域交流拠点施設条例中改正の件

都留市消防団員等公務災害補償条例中

改正の件

都留市農村公園条例廃止の件

市道の路線の認定の件

・議第 2 号

・議第 3 号

・議第 4 号

・議第 5 号

・議第 7 号

・議第 8 号

・議第10号

市道の路線の変更の件

令和3年度都留市一般会計補正予算

(第 12号 )

・議第11号

・議第26号

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

主
な
質
疑
内
容

3月
定例会

社 会 厚 生 常任委員会 3月9日 
午後１時30分から

委員会の様子

問答

　議会の議決を必要とする案件について、議会の議決に先立って詳しく検討を

するために、所管の常任委員会等に審査を委託することを言います。

委員会付託とは？

問答問答
■
議
第
１
号
　
都
留
市
成
年
後
見

制
度
利
用
促
進
審
議
会
条
例
制

定
の
件

審
議
会
委
員
10
人
は
ど
の
よ

う
な
方
に
委
嘱
す
る
の
か
？

第
３
条
第
２
項
第
１
号
か
ら

第
５
号
の
各
号
に
掲
げ
る
者

の
中
か
ら
委
嘱
す
る
。

※
第
1
号
〜
第
3
号
で
は
、
法
律
、

医
療
又
は
福
祉
、
成
年
後
見
制

度
に
関
し
識
見
を
有
す
る
方
を
、

第
4
号
で
は
、
関
係
行
政
機
関

の
職
員
を
、
第
5
号
で
は
、
そ

の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
た
者

を
規
定
。

委
員
に
欠
員
が
生
じ
た
場
合

は
、
補
欠
の
委
員
を
委
嘱
す

る
と
あ
る
が
、
欠
員
と
な
っ
た
方

と
同
等
の
要
件
を
持
つ
方
を
委
嘱

を
す
る
の
か
？

欠
員
と
な
っ
た
委
員
と
同
じ

号
が
掲
げ
る
条
件
に
基
づ
き

委
嘱
す
る
。

付託された議案9件（条例3件、補正予算1件、事業会計補正予算4件、請願1件）について、慎重に
審査した結果、付託議案の全てを原案可決としました。

委 員 長：山本　美正　　副委員長：鈴木　孝昌
委　　員：小俣　　武　国田　正己　藤江喜美子　天野　利夫　小林　健太　小俣　哲夫

■審査した議案（付託議案）

都留市成年後見制度利用促進審議会条

例制定の件

都留市国民健康保険税条例中改正の件

都留市小、中学校給食会貸付基金条例

廃止の件

令和3年度都留市一般会計補正予算

(第 12号 )

令和 3年度都留市国民健康保険事業

特別会計補正予算 (第 2号 )

令和 3年度都留市介護保険事業特別

会計補正予算 (第 3号 )

・議第 1 号

・議第 6 号

・議第 9 号

・議第26号

・議第27号

・議第28号

令和3年度都留市後期高齢者医療特

別会計補正予算 (第 2号 )

令和 3年度都留市病院事業会計補正

予算 (第 4号 )

・議第29号

・議第30号

※議第26号は、それぞれの常任委員会で所管する補正予算案を分けて審査します。

主
な
質
疑
内
容

委員会の様子

問答

問答

問答

問答
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【
政
策
推
進
費
】

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
関
す
る
調

査
委
託
の
委
託
先
と
業
務
内

容
は
。委

託
先
は
、
入
札
等
を
経
て

今
後
決
定
し
て
い
く
。
業
務

内
容
は
、
市
内
中
小
企
業
等
の
取

り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋
が
っ
て

い
る
か
を
詳
細
に
調
査
し
、
企
業

活
動
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
の
結
び
つ

け
を
行
い
、
事
業
の
推
進
を
図
る

た
め
実
施
す
る
。

【
消
費
生
活
相
談
事
業
】

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
機

器
設
置
費
補
助
金
の
内
容
は
。

こ
れ
ま
で
同
様
の
補
助
を
行

う
。
（
補
助
率
　
３
／
４
、

上
限
２
万
円
）

◆
特
殊
詐
欺
が
増
え
て
い
る
。
事

業
の
積
極
的
な
周
知
活
動
を
お
願

い
す
る
。

【
地
域
公
共
交
通
対
策
費
】

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助

金
の
増
額
理
由
は
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
こ

こ
２
年
利
用
者
が
大
幅
に

減
っ
て
い
る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
の

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
回
復

に
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
か
ら
現

状
に
合
わ
せ
計
上
を
し
た
。

【
保
育
支
援
費
】

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
処

遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
の
内

容
は
。令

和
４
年
２
月
か
ら
９
月
ま

で
の
処
遇
改
善
を
予
定
し
て

い
る
。
10
月
以
降
は
既
存
の
子
ど

も
子
育
て
支
援
教
育
・
保
育
給
付

費
で
賄
っ
て
い
く
。

◆
保
育
士
安
定
確

保
の
た
め
、
し
っ

か
り
と
し
た
報
酬

の
準
備
を
お
願
い

す
る
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

電
気
柵
設
置
後
の
管
理
方
法

に
つ
い
て
。

設
置
後
の
維
持
管
理
は
、
国

の
制
度
を
有
効
的
に
活
用
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
市
単
河
川
改
修
事
業
】

災
害
対
策
と
し
て
の
、
水
門

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
今
後

の
考
え
は
。

付託された予算審査１４件について、慎重に審査した結果、全てを原案どおり可決しました。

予　　算 特別委員会 3月11日・14・15日　
午前１0時から

委 員 長：日向　美徳　　副委員長：小林　健太
委　　員：小俣　　武　国田　正己　谷垣　喜一　鈴木　孝昌　藤江　喜美子　小澤　　眞　山本　美正　
　　　　　天野　利夫　志村　武彦　小俣　哲夫　山口　一裕 

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

令和4年度 都留市各会計予算

令和4年度 都留市水道事業会計予算

令和4年度 都留市簡易水道事業会計予算

令和4年度 都留市下水道事業会計予算

令和4年度 都留市病院事業会計予算

・議第12号

　～議第21号

・議第22号

・議第23号

・議第24号

・議第25号

主
な
質
疑
内
容

3月
定例会

委員会の様子

問答

問答

令和４年度　当初予算の概要

令和４年度　当初予算

　第6次長期総合計画の基本構想に掲げた将来像、「ひと集い　学びあふれる　生涯きらめきのまち

　つる」の実現に向けた、「まちづくりの６つの方向」に示される具体的施策及び「リーディング・プロ

ジェクト」に基づいた事業が重点的に盛り込まれ、また、国、県の補助制度等の有効活用による市負

担分の抑制、市債の借入額の減、ふるさと納税寄附金などの活用による財政調整基金の繰入額の抑制

など市制開始以来、最大の予算額ではあるものの、財政の健全性・持続可能性を確保した予算となっ

ていました。

Ⅰ　創ります！しごととくらしの充実したまち（産業・基盤分野）

Ⅱ　育みます！優しさと元気のまち（福祉・子育て・健康分野）

Ⅲ　輝かせます！学びあふれる つるのまち（教育分野）

Ⅳ　繋ぎます！人と自然が いつまでも輝くまち（生活・環境分野）

Ⅴ　紡ぎます！人と人のつながりのまち（安全・安心、コミュニティ分野）

Ⅵ　実行します！新しいステージへ（行財政分野）

一 般 会 計 　　１５２億９，６００万円（前年度比６.５％増）

９特別会計　　　 ６７億９，９７８万２,０００円（前年度比８.６％増）

４企業会計　　    ６８億１，７２７万７,０００円（前年度比５.１％増）

総 予 算 額 　　２８９億１,３０５万９,０００円（前年度比 ６.７％増）

●リーディング・プロジェクト●

生涯活躍のまち・つる事業の推進

道の駅つるを中心とした地域活性化

「教育首都つる」のさらなる発展

心豊かに暮らせるきらめきのまちづくり

安全・安心のまち「セーフコミュニティ」の推進

■
第
12
号
　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
の
件

災
害
の
未
然
防
止
や
職
員
の

働
き
方
改
革
の
面
か
ら
も
効

果
の
大
き
い
事
業
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
。

【
学
校
給
食
運
営
事
業
】

学
校
給
食
公
会
計
化
に
よ
る

教
頭
職
の
労
務
縮
減
に
伴
う
、

余
剰
時
間
の
活
用
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
は
。

教
頭
職
は
業
務
が
多
い
た
め

勤
務
時
間
の
縮
減
が
さ
れ
る

も
の
と
考
え
る
が
、
学
校
経
営
の

中
心
と
な
り
全
体
を
見
回
し
た
中

で
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
教
職
員
は
実
際
の
教
育
活
動
の

ほ
か
、
多
く
の
業
務
が
あ
り
多
忙

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

た
め
に
も
教
職
員
に
対
す
る
ケ
ア

に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

【
文
化
財
保
護
事
業
】

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し

た
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
。

色
々
な
形
で
の
財
源
確
保
と

い
う
中
で
、
一
つ
の
方
策
で

あ
る
。
一
般
的
に
予
算
化
が
難
し

い
事
業
で
あ
っ
て
も
、
広
く
応
援

を
募
る
中
で
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

問 答

問答問答

問

答
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【
政
策
推
進
費
】

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
に
関
す
る
調

査
委
託
の
委
託
先
と
業
務
内

容
は
。委

託
先
は
、
入
札
等
を
経
て

今
後
決
定
し
て
い
く
。
業
務

内
容
は
、
市
内
中
小
企
業
等
の
取

り
組
み
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
繋
が
っ
て

い
る
か
を
詳
細
に
調
査
し
、
企
業

活
動
と
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
の
結
び
つ

け
を
行
い
、
事
業
の
推
進
を
図
る

た
め
実
施
す
る
。

【
消
費
生
活
相
談
事
業
】

特
殊
詐
欺
被
害
防
止
対
策
機

器
設
置
費
補
助
金
の
内
容
は
。

こ
れ
ま
で
同
様
の
補
助
を
行

う
。
（
補
助
率
　
３
／
４
、

上
限
２
万
円
）

◆
特
殊
詐
欺
が
増
え
て
い
る
。
事

業
の
積
極
的
な
周
知
活
動
を
お
願

い
す
る
。

【
地
域
公
共
交
通
対
策
費
】

生
活
バ
ス
路
線
維
持
費
補
助

金
の
増
額
理
由
は
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
こ

こ
２
年
利
用
者
が
大
幅
に

減
っ
て
い
る
。
今
後
も
コ
ロ
ナ
の

先
行
き
は
不
透
明
で
あ
り
、
回
復

に
は
結
び
付
か
な
い
こ
と
か
ら
現

状
に
合
わ
せ
計
上
を
し
た
。

【
保
育
支
援
費
】

保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等
処

遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
の
内

容
は
。令

和
４
年
２
月
か
ら
９
月
ま

で
の
処
遇
改
善
を
予
定
し
て

い
る
。
10
月
以
降
は
既
存
の
子
ど

も
子
育
て
支
援
教
育
・
保
育
給
付

費
で
賄
っ
て
い
く
。

◆
保
育
士
安
定
確

保
の
た
め
、
し
っ

か
り
と
し
た
報
酬

の
準
備
を
お
願
い

す
る
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
事
業
】

電
気
柵
設
置
後
の
管
理
方
法

に
つ
い
て
。

設
置
後
の
維
持
管
理
は
、
国

の
制
度
を
有
効
的
に
活
用
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
き
た
い
。

【
市
単
河
川
改
修
事
業
】

災
害
対
策
と
し
て
の
、
水
門

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
の
今
後

の
考
え
は
。

付託された予算審査１４件について、慎重に審査した結果、全てを原案どおり可決しました。

予　　算 特別委員会 3月11日・14・15日　
午前１0時から

委 員 長：日向　美徳　　副委員長：小林　健太
委　　員：小俣　　武　国田　正己　谷垣　喜一　鈴木　孝昌　藤江　喜美子　小澤　　眞　山本　美正　
　　　　　天野　利夫　志村　武彦　小俣　哲夫　山口　一裕 

各委員会の審査内容と結果

■審査した議案（付託議案）

令和4年度 都留市各会計予算

令和4年度 都留市水道事業会計予算

令和4年度 都留市簡易水道事業会計予算

令和4年度 都留市下水道事業会計予算

令和4年度 都留市病院事業会計予算

・議第12号

　～議第21号

・議第22号

・議第23号

・議第24号

・議第25号

主
な
質
疑
内
容

3月
定例会

委員会の様子

問答

問答

令和４年度　当初予算の概要

令和４年度　当初予算

　第6次長期総合計画の基本構想に掲げた将来像、「ひと集い　学びあふれる　生涯きらめきのまち

　つる」の実現に向けた、「まちづくりの６つの方向」に示される具体的施策及び「リーディング・プロ

ジェクト」に基づいた事業が重点的に盛り込まれ、また、国、県の補助制度等の有効活用による市負

担分の抑制、市債の借入額の減、ふるさと納税寄附金などの活用による財政調整基金の繰入額の抑制

など市制開始以来、最大の予算額ではあるものの、財政の健全性・持続可能性を確保した予算となっ

ていました。

Ⅰ　創ります！しごととくらしの充実したまち（産業・基盤分野）

Ⅱ　育みます！優しさと元気のまち（福祉・子育て・健康分野）

Ⅲ　輝かせます！学びあふれる つるのまち（教育分野）

Ⅳ　繋ぎます！人と自然が いつまでも輝くまち（生活・環境分野）

Ⅴ　紡ぎます！人と人のつながりのまち（安全・安心、コミュニティ分野）

Ⅵ　実行します！新しいステージへ（行財政分野）

一 般 会 計 　　１５２億９，６００万円（前年度比６.５％増）

９特別会計　　　 ６７億９，９７８万２,０００円（前年度比８.６％増）

４企業会計　　    ６８億１，７２７万７,０００円（前年度比５.１％増）

総 予 算 額 　　２８９億１,３０５万９,０００円（前年度比 ６.７％増）

●リーディング・プロジェクト●

生涯活躍のまち・つる事業の推進

道の駅つるを中心とした地域活性化

「教育首都つる」のさらなる発展

心豊かに暮らせるきらめきのまちづくり

安全・安心のまち「セーフコミュニティ」の推進

■
第
12
号
　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
の
件

災
害
の
未
然
防
止
や
職
員
の

働
き
方
改
革
の
面
か
ら
も
効

果
の
大
き
い
事
業
で
あ
る
た
め
、

今
後
も
積
極
的
に
進
め
て
い
き
た

い
。

【
学
校
給
食
運
営
事
業
】

学
校
給
食
公
会
計
化
に
よ
る

教
頭
職
の
労
務
縮
減
に
伴
う
、

余
剰
時
間
の
活
用
に
つ
い
て
の
市

の
考
え
は
。

教
頭
職
は
業
務
が
多
い
た
め

勤
務
時
間
の
縮
減
が
さ
れ
る

も
の
と
考
え
る
が
、
学
校
経
営
の

中
心
と
な
り
全
体
を
見
回
し
た
中

で
活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

◆
教
職
員
は
実
際
の
教
育
活
動
の

ほ
か
、
多
く
の
業
務
が
あ
り
多
忙

で
あ
る
。
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の

た
め
に
も
教
職
員
に
対
す
る
ケ
ア

に
力
を
入
れ
て
欲
し
い
。

【
文
化
財
保
護
事
業
】

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

型
ふ
る
さ
と
納
税
を
利
用
し

た
文
化
財
保
護
に
つ
い
て
。

色
々
な
形
で
の
財
源
確
保
と

い
う
中
で
、
一
つ
の
方
策
で

あ
る
。
一
般
的
に
予
算
化
が
難
し

い
事
業
で
あ
っ
て
も
、
広
く
応
援

を
募
る
中
で
事
業
を
推
進
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問答問答

問 答

問答問答

問

答
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市

　長

　提

　出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

都留市小規模企業・中小企業振
興基本条例制定の件

議第２号

都留市成年後見制度利用促進審
議会条例制定の件

議第１号

都留市職員の勤務時間、休暇等
に関する条例中改正の件

議第３号

都留市地域交流拠点施設条例中
改正の件

議第５号

都留市公告式条例中改正の件議第４号

都留市国民健康保険税条例中改
正の件

議第６号

都留市消防団員等公務災害補償
条例中改正の件 

議第７号

都留市農村公園条例廃止の件 議第８号

都留市小、中学校給食会貸付基
金条例廃止の件

議第９号

市道の路線の認定の件議第10号

令和4年度都留市一般会計予算議第12号

市道の路線の変更の件議第11号

令和4年度都留市国民健康保険
事業特別会計予算

議第13号

令和4年度都留市介護保険事業
特別会計予算

議第14号

令和4年度都留市介護保険サー
ビス事業特別会計予算

議第15号

令和4年度都留市桑代沢外17恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第17号

令和4年度都留市後期高齢者医
療特別会計予算

議第16号

令和4年度都留市水頭外3恩賜林
保護財産区管理会特別会計予算

議第18号

令和4年度都留市濁り沢外18恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第19号

令和4年度都留市板ケ沢外7恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第20号

可決

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

令和4年度都留市盛里財産区特
別会計予算

議第21号
可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

令和4年度都留市水道事業会計
予算

議第22号
可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　
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○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

市

　長

　提

　出

議

　員

　提

　出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

令和4年度都留市簡易水道事業
会計予算

議第23号

令和4年度都留市下水道事業会
計予算

議第24号

令和4年度都留市病院事業会計
予算

議第25号

令和3年度都留市一般会計補正
予算(第12号)

議第26号

令和3年度都留市国民健康保険
事業特別会計補正予算(第2号)

議第27号

令和3年度都留市介護保険事業
特別会計補正予算(第3号)

議第28号

令和3年度都留市後期高齢者医
療特別会計補正予算(第2号)

議第29号

令和3年度都留市病院事業会計
補正予算(第4号)

議第30号

損害賠償の額の決定及び和解の
件 

議第31号

教育委員会委員の任命について
同意を求める件

議第32号

令和3年度都留市一般会計補正
予算(第13号)

議第33号

教育委員会教育長の任命につい
て同意を求める件

議第34号

「適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）」について、シルバー人
材センター事業に及ぼす影響が
極めて大きいことから、安定的な
事業運営が可能となるよう適切
な措置を講じるための請願書

請願第1号

新型コロナワクチン非接種者及
び新型コロナ感染対策における
差別・偏見・強制を防ぐ条例等の
制定または対策に関する請願書

請願第2号

「適格請求書等保存方式（インボ
イス制度）」について、シルバー人
材センターの安定的な事業運営
が可能となる適切な措置を講じ
るための意見書

議員提出
意見書案
第 1 号

新型コロナワクチン非接種者及
び新型コロナ感染対策における
差別・偏見・強制を防ぐ条例等の
制定または対策に関する意見書

議員提出
意見書案
第 2 号

ロシアによるウクライナ侵攻に
抗議し、平和的解決を求める決議

議員提出決
議案第1号

可決

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

同意 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

採決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

採決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　
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○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  

○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　
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市

　長

　提

　出

区

　分

議員名
議決

結果
議案等名

都留市小規模企業・中小企業振
興基本条例制定の件

議第２号

都留市成年後見制度利用促進審
議会条例制定の件

議第１号

都留市職員の勤務時間、休暇等
に関する条例中改正の件

議第３号

都留市地域交流拠点施設条例中
改正の件

議第５号

都留市公告式条例中改正の件議第４号

都留市国民健康保険税条例中改
正の件

議第６号

都留市消防団員等公務災害補償
条例中改正の件 

議第７号

都留市農村公園条例廃止の件 議第８号

都留市小、中学校給食会貸付基
金条例廃止の件

議第９号

市道の路線の認定の件議第10号

令和4年度都留市一般会計予算議第12号

市道の路線の変更の件議第11号

令和4年度都留市国民健康保険
事業特別会計予算

議第13号

令和4年度都留市介護保険事業
特別会計予算

議第14号

令和4年度都留市介護保険サー
ビス事業特別会計予算

議第15号

令和4年度都留市桑代沢外17恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第17号

令和4年度都留市後期高齢者医
療特別会計予算

議第16号

令和4年度都留市水頭外3恩賜林
保護財産区管理会特別会計予算

議第18号

令和4年度都留市濁り沢外18恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第19号

令和4年度都留市板ケ沢外7恩賜
林保護財産区管理会特別会計予算

議第20号

可決

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

令和4年度都留市盛里財産区特
別会計予算

議第21号
可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　

令和4年度都留市水道事業会計
予算

議第22号
可決 ○　○　○　○　○　○　○　○　○　○　ー　○　○　○　○　○　
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○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  
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○は賛成　×は反対　※議長は採決に加わりません。  
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つる市議会だより　1617　つる市議会だより

○山梨県後期高齢者医療広域連合議会

議会・委員会 活 動 報 告

■令和３年　第２回定例会

■令和４年　第１回定例会

○大月都留広域事務組合

■ごみ処理施設

○特別委員会　

■リニア観光振興特別委員会　
　令和3年7月28日に委員会を開き、山梨県リニア未来創造・推進課より職員を招いて、「リニアやまなしビジョン」の説
明を受け、リニア新駅を含む質問や要望等の意見交換を行った。また、令和4年3月8日には第2回委員会を開き、委員会
内で県リニア局との意見交換を実施する方向性が決定された。

○議員勉強会　

■令和４年３月17日　議員勉強会を実施しました
　「“映画［典座～TENZO］”からSDGsを考える！～誰一人取り残さない社会に向けて～」と題し、議員勉強会を
開催しました。講師には、市内で地域食堂（子ども食堂）や未来の寺子屋などの活動を通して、人やものが循環して結
びつく地域の居場所づくりを実践されている河口智賢さんをお招きし、「ともに生きる地域社会」の創出について講
演をいただきました。

■し尿処理施設

1 月

2 月

議 会 日 誌

仕事始め式／議会だより編集委員会
新年互礼会
第68回都留市成人式式典
議会だより編集委員会／会派代表者会議
会派代表者会議／議会改革特別委員会
関東市議会議長会　第2回支部長会議 
(オンライン会議）

全国市議会議長会第226回理事会・第
112回評議委員会合同会議 (書面会議）
第48回全国高速自動車道市議会協議会
定期総会 (書面会議）
山梨県後期高齢者医療広域連合議会　
令和４年第１回定例会
大月都留広域事務組合議会　3月定例会
第82回山日ＹＢＳ席書き大会表彰式
下水道運営委員会／水道運営委員会
議会運営委員会／全員協議会

24日（木）
25日（金）
28日（月）

  7日（月）
  8日（火）
  9日（水）

11日（金）
14日（月）
15日（火）
17日（木）
19日（土）
22日（火）
23日（水）

28日（月）
29日（火）
30日（水）

  4日（火）

  9日（日）
17日（月）
20日（木）
24日（月）

  2日（水）

10日（木）

17日（木）

18日（金）
20日（日）
21日（月）
22日（火）

会派代表会議／３月定例会開会
第40回都留市社会福祉大会表彰式
会派代表会議

全員協議会／代表質問
一般質問／リニア観光振興特別委員会
総務産業建設常任委員会／社会厚生常
任委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
予算特別委員会
議員勉強会
はつらつ鶴寿大学卒業式
都留文科大学卒業式・学位授与式
議会運営委員会／全員協議会／３月定例
会閉会／議会改革特別委員会／会派代
表者会議
山梨県市町村振興協会　評議員会
富士・東部広域環境事務組合議会　本会議
第6回都留市セーフコミュニティ推進協議会

3 月

　議案は６議案が上程され、窓口２割負担について一般質問も行われた。会計
年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例及び後
期高齢者医療保険料の見直しに伴う後期高齢者医療に関する条例の一部を改
正する条例が可決され、続いて、令和３年度一般会計及び特別会計補正予算、
令和４年度一般会計予算及び特別会計予算が可決された。

　国では、制度の安定に資する目的で、現役世代の負担緩和を含め、後期高齢者の窓口負担２割を新設し、本年10
月から施行する見直しがなされたため、国の動向を見ながら今後も注視していく。

　議長選挙により、大月市選出の藤本　実議員が選出された。
　令和２年度一般会計及び特別会計決算認定、令和３年度一般会計及び特別会計補正予算が可決され、また、副
広域連合長及び監査委員の選任も行われた。
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本 　 会 　 議

常 任 委 員 会

特 別 委 員 会

全 員 協 議 会

議 員 研 修

各会議等における議員の欠席日数状況報告
（R3.4月～R4.3月）

　富士・東部地域の12市町村において、ごみ処理施設をひとつに集約し新たに西
桂地区に新施設を建設することで合意し、本年２月１日に新たな一部事務組合で
ある富士・東部広域環境事務組合が設立された。現在のところ令和14年４月とさ
れている新施設の供用開始までの間、安全なごみ処理を確保するとともに、有効
な跡地利用策を検討していく。

　昭和42年７月の設置から50年以上が経過し、その間、地元田野倉地区の皆様のご理解・ご協力の下、安定的な処理
に取り組んできた。
　令和２年度からは、新たなし尿処理施設の建設に向けて、検討・協議を重ねてきたが、施設を建設するには多額の費
用が必要とされるため、この軽減のため、大月市が中心となり、上野原市へ参画を提案したところ、上野原市から共同処
理する意向が確認され、本年１月31日に、３市で新たなし尿処理施設を１施設に集約し共同処理する「し尿処理施設広
域化・共同化基本合意書」が締結された。
　今後は、多角的な処理方法等を含め、将来に渡り最善の方法に向け必要な協議を行い、し尿処理施設広域化・共同化
が実現できるよう協力していく。
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桂地区に新施設を建設することで合意し、本年２月１日に新たな一部事務組合で
ある富士・東部広域環境事務組合が設立された。現在のところ令和14年４月とさ
れている新施設の供用開始までの間、安全なごみ処理を確保するとともに、有効
な跡地利用策を検討していく。

　昭和42年７月の設置から50年以上が経過し、その間、地元田野倉地区の皆様のご理解・ご協力の下、安定的な処理
に取り組んできた。
　令和２年度からは、新たなし尿処理施設の建設に向けて、検討・協議を重ねてきたが、施設を建設するには多額の費
用が必要とされるため、この軽減のため、大月市が中心となり、上野原市へ参画を提案したところ、上野原市から共同処
理する意向が確認され、本年１月31日に、３市で新たなし尿処理施設を１施設に集約し共同処理する「し尿処理施設広
域化・共同化基本合意書」が締結された。
　今後は、多角的な処理方法等を含め、将来に渡り最善の方法に向け必要な協議を行い、し尿処理施設広域化・共同化
が実現できるよう協力していく。
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。
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この議会だよりは、環境保護のため、
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▲10回を数える「フリーハイキング」議長激励の様子

各委員会の審査内容と結果…10～13
定例会議案議決結果…14～15
議会活動報告 ………16
議会日誌 他 ………… 17
未来を紡ぐ～若者×議会～他…18

定例会で決まったこと 他…2～3
市長所信表明………… 4
代表質問 ………………5～6
会派構成 他…………… 7
一般質問 他 …………… 8～9

６月定例会日程（予定）

　　●開　　会  ６月 ２日（木）
　　●代表質問  ６月13日（月）
　　●一般質問  ６月14日（火）
　　●閉　　会  ６月17日（金）

次期定例会及び請願提出について

　請願提出締切日（予定）●5月30日（月）
※定例会日程は、決定次第、市ホームページにて
　お知らせいたします。
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未来を紡ぐ　若者×議会
~若者と議会で織りなすこれからの都留市～

　私は小学生の頃から都留市に住んでいます。都留
市には歴史的な文化財や富士の湧水、四季折々の
美しい自然など多くの宝があります。また、秋には八
朔祭りが開かれ大名行列や煌びやかな八朔屋台を
見ることができます。近年ではコロナ禍に伴い開催
中止が続いていますが、このような行事などをきっ
かけに県外からの学生や地域住民が交流を深める
と共に都留市の魅力を感じてくれると嬉しいです。
そして、この先も都留市の歴史や文化、豊かな自然
が守られ、より活気溢れる街になることを願ってい
ます。

都留市に望むこと

健康科学大学
看護学部看護学科　
2022年3月卒業

井上　瑞月さん

健康科学大学
看護学部看護学科　
3年生

佐藤　卓麿さん

　都留市は、地域の方々がとても温かいと感じま

す。しかし、市の取り組みにおいて高齢者を対象とし

たものが多く、一方で若者を対象としたものは比較

的少ないように思います。都留市をより良い街にす

るために、若者を対象とした取り組みに注力するこ

とが必要ではないかと考えます。

　高齢者と若者双方に配慮した取り組みを充実さ

せていくことで都留市はさらに魅力的な街になると

思います。

これからの都留市をより良い街へ

●表紙の説明

　「都留アルプス」は、都留アルプス会と都留市で協議し、調査
と整備を重ね自然遊歩道を再興したものです。日本トレッキング
協会認定トレイルでもある
「都留アルプス」を散策して、
パノラマ展望台や水道橋「ピー
ヤ」など都留の隠れた絶景を
楽しんでみませんか？
フリーハイキングイベントは、
年に２回開催しています。


